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　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
さ
ま
が
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
能
登
半
島
地
震
の

災
害
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
や
土

砂
災
害
、
猛
暑
が
日
本
列
島

の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進

む
と
、
近
い
内
に
人
類
・
食

料
・
生
態
系
へ
の
影
響
度
は

最
悪
な
状
況
を
迎
え
て
し
ま

う
と
、
国
連
気
候
変
動
条
約

C
O
P
29
で
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
の
対
策
強
化

を
世
界
に
向
け
訴
え
ま
し

た
。
私
た
ち
も
生
活
の
中
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
未
来
の
地
球
と
人
類
の

た
め
に
！
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桃
俊
彦
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大
沢

　星

　
　義
廣
さ
ん

下
新
田

尾
山

　寿
一
さ
ん

　魚
沼
市
に
移
り
住
ん
で
21
年
で
す
。
走

る
競
技
で
膝
を
壊
し
た
経
緯
が
あ
り
、
膝

に
負
担
を
掛
け
な
い
健
康
作
り
を
意
識
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
、
日
中
に
自

分
の
時
間
が
取
れ
る
環
境
に
な
っ
た
事
か

ら
、
四
季
や
天
候
に
影
響
し
な
い
近
隣
の

プ
ー
ル
に
思
い
切
っ
て
通
い
始
め
ま
し

た
。
プ
ー
ル
の
会
員
に
な
り
年
間
１
２
０

日
程
度
、
利
用
し
て
い
ま
す
。
以
降
、
健

康
診
断
の
数
値
デ
ー
タ
が
良
く
な
り
、
頭

も
体
も
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　魚
沼
市
に
プ
ー
ル
施
設
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
諸
事
情
か
ら
、
市
内
プ
ー
ル
設
置

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
外
の
近
隣
プ
ー
ル
と
提
携

を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「近
隣
プ
ー
ル
利
用
料
の
一
部
を
補
助

す
る
」、「
う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
に
、

必
須
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
に
す
る
」
等
、
ま

ず
は「
市
民
が
健
康
で
過
ご
せ
る
仕
組
み
」

を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　昨
年
、
能
登
半
島
で
は
地
震
や
豪
雨
で

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
社
会
的
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
は
防
げ
な
い
と
し
て

も
、
そ
れ
を
迅
速
に
対
処
で
き
る
施
策
の

重
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　住
民
が
生
活
す
る
う
え
で
の
利
便
性
や

快
適
性
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
将
来
に

わ
た
り
安
全
・
安
心
を
担
保
す
る
こ
と
も

行
政
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
と
思
っ

て
い
ま
す
。
山
間
部
が
多
い
当
市
に
あ
っ

て
は
災
害
そ
の
も
の
を
防
ぐ
対
策
に
と
ど

ま
ら
ず
、
主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合

の
迂
回
路
対
策
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
も
鋭
意
取
り
組
み
を
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
湯
之
谷
東
部
の
６
集

落
と
主
要
な
観
光
地
に
通
じ
る
岩
鼻
地
区

周
辺
で
道
路
の
複
線
化
が
中
断
し
て
い
て

全
く
迂
回
路
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
住
み
や
す
い

魚
沼
市
を
目
指
し
着
実
な
基
盤
整
備
を
切

に
望
ん
で
い
ま
す
。

議会広報に関する議会広報に関する

アンケートアンケート
アンケート

ご協力
お願いします

　市議会では市民の声を反映

した議会を目指し、今後の検

討に向けて参考にするためア

ンケートを実施します。Webでの簡単なアン

ケートです。下記の二次元バーコードを読み

取っていただき、アンケート

にご協力をお願いいたします。

２月28日㈮まで令和７年

議会アンケート実施期間

・ 市議会だよりを読む頻度について
・ タイトル・表紙について
・ 掲載内容（文字、表現、記事）について
・ 市内団体を紹介する
　　　　　　 「Voice」について など

主なアンケート内容

・定例会・補正予算・議案賛否の状況

・一般質問

・聞かせて！ あなたの声「Vo i ce」

・中学生議会を開催しました

・常任・特別委員会報告

・議会報告会結果報告

・市民の声・議会広報に関するアンケート・あとがき
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魚沼須原スキー場

謹賀新年

　アンケート内容の詳細は二次元バーコー

ドを読むか、市ホームページの市議会の

ページをご覧ください。

　アンケート用紙をご希望される場合は、

議会事務局までご連絡ください。

電話 025−793−7444　FAX025−792−1260
電子メール gikaiz imu@city.uonuma. lg . jp



23 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

新 年の挨拶

議長　森島守人

　あけましておめでとうございます。
　魚沼市議会を代表し、新年のごあいさつを申し上げます。
　元気あふれる市民の皆様とともに、新たな一年の幕開けを祝うことができますことを、大変光栄
に存じます。
　昨年を振り返ると、元旦に発生した石川・能登半島地震に始まり、日本各地で大きな自然災害や
事故が発生し、改めて危機管理の大切さを痛感させられたものです。
　一方、夏にはパリオリンピック・パラリンピックが開催され、日本選手団の活躍は日本国民に大
きな感動と元気を与えてくれました。

　その年の世相を漢字一文字で表す、「今年の漢字」は「金」でした。パリ五輪、パラリンピックの金メダルの「光の金」
と政治の裏金問題の「陰の金」の二面性、「佐渡の金山」の世界遺産登録も大きな理由となりました。　
　そして、魚沼市市制施行20周年の節目の年であり、衆議院解散による総選挙、魚沼市長選挙と市民にとって、大きな選
択がなされた選挙の年でもありました。
　市議会といたしましては、多様化する社会・経済情勢の変化を的確に把握し、市民の皆様の負託に応えるべく、ニーズ
を敏感に捉え「このまちに住んで良かった」と実感できるまちづくりに邁進してまいりますので、皆様のご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　結びに、市民の皆様の益々のご健康とご多幸、そして、魚沼市のさらなる発展と本年が飛躍の年となることをご祈念申
し上げ、新春のご挨拶と致します。

　令和６年第４回定例会が12月９日から12月26日の18日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正予
算（第４号）をはじめ７件の補正予算と魚沼市生涯学習センター什器類の財産の取得について可決しました。12月18
日と19日には、16人の議員が一般質問を行いました。最終日には、各委員会付託の議案は、いずれも原案のとおり可
決され、請願１件が採択されました。議員発議の意見書２件を可決しました。また、副市長の選任について同意しました。

第４回定例会報告第４回定例会報告

収益的収入令和６年度
魚沼市病院事業
会計補正予算
（第１号）

給与費に充当する企業会計費用分の追加160万円 10億9,760万円10億9,600万円

収益的支出 職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
追加

1,100万円 18億8,800万円18億7,700万円

資本的支出
職員の給与改定及び人事異動に伴う追加、ガス製造所の気
化器修繕が完了見込となったことによる減額

▲2,410万円 2億3,290万円2億5,700万円

収益的支出 人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整160万円 10億3,760万円10億3,600万円

収益的支出

令和６年度
魚沼市ガス事業
会計補正予算
（第１号）

職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
減額

▲610万円 8億5,290万円8億5,900万円

資本的支出
職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
追加

170万円 8億7,970万円8億7,800万円

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

令和６年度魚沼市一般会計
補正予算（第４号）

376億260万円 17億9,320万円 393億9,580万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調
整、通所型サービス事業の実績見込による負担金の追加、
地域支援事業の国県交付金の償還金の追加

令和６年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

52億8,130万円 920万円 52億9,050万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整
令和６年度魚沼市後期高齢
者医療特別会計補正予算
（第１号）

9億9,400万円 220万円 9億9,620万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整、社会
保障・税番号制度システム整備等の国庫補助金等の増額に伴う財
源の調整、過年度の交付金の精算による償還金確定による追加

令和６年度魚沼市国民健康
保険特別会計補正予算
（第３号）

32億3,870万円 1,030万円 32億4,900万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

住民税非課税世帯に対して灯油購入費助成の計上、ケーブル
テレビ解約に係る移行支援金の追加、実績見込みによる障害
福祉サービス給付費の追加、児童手当の制度改正に伴う扶助
費の追加、農地の集積や集約化に対する協力金等の追加、人
事異動及び新潟県人事委員会勧告等による一般職員給与費
等の調整及び会計年度任用職員の給与改定に伴う補正

収益的支出

令和６年度魚沼市
水道事業会計
補正予算（第１号）

職員の給与改定及び人事異動に伴う追加370万円 23億6,770万円23億6,400万円

資本的支出 職員の給与改定及び人事異動に伴う追加320万円 15億7,120万円15億6,800万円

令和６年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

国の補正予算に係る物価高騰対応重点支援、地方創生臨時
交付金の配分に伴い、住民税非課税世帯に対する３万円及
び子ども加算２万円の給付金事業費、生活者・事業者向け
支援策のプレミアム付き商品券事業費の計上

4億590万円 398億170万円393億9,580万円
令和６年度魚沼市一般会計
補正予算（第５号）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議案
第120号

令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第４号）

予

　
　
　
　
　
　
　
　算

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

条

　
　
　
　
　
　
　
　例

そ

　
　
　
　の

　
　
　
　他

選
挙

請 

願

◎

議案
第144号

指定管理者の指定について
（魚沼市守門高齢者センター）

◎

議案
第145号

指定管理者の指定について
（国民健康保険魚沼市立小出病院）

◎

議案
第146号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険堀之内医療センター）

◎

議案
第147号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険守門診療所）

◎

議案
第148号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険入広瀬診療所）

◎

議案
第149号

指定管理者の指定について
（福山峠緑のふるさと広場）

◎

議案
第150号

指定管理者の指定について（寿和温泉） ◎

選挙
第１号

魚沼市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
について

◎

人
事

同意
第２号

副市長の選任について
（井口新田　櫻井　雅人氏）

◎

議案
第121号

令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

◎

議案
第122号

令和６年度魚沼市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

◎

議案
第123号

令和６年度魚沼市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

◎

議案
第124号

令和６年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第125号

令和６年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第126号

令和６年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第127号

令和６年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第154号

令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第５号） ◎

議案
第128号 （特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準じ、議

員の期末手当の支給月数の改定）

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について ○

議案
第129号 （新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職の職

員の期末手当の支給月数の改定）

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条
例の一部改正について ○

議案
第134号 （長期継続契約を締結することができる契約を見直すた

めの改正）

魚沼市長期継続契約とする契約を定める条例の
一部改正について ◎

議案
第135号

（地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の施
行に伴い、個人の市民税の普通徴収の納期及び固定資産
税の納期の変更、地方税法等の改正によるずれが生じた
引用条項の改正）

魚沼市税条例の一部改正について

◎

議案
第130号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して一般職の職員の給与

改定等を行うため、所要の改正）

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて ◎

議案
第131号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して職員の寒冷地手当支

給月額の改定等を行うもの）

魚沼市職員の寒冷地手当に関する条例の一部改
正について ◎

議案
第132号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して特定任期付職員の給

与改定を行うための改正）

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部改正について ◎

議案
第136号

（ふるさと回帰育英奨学金の制度を見直すことに伴う改正）

魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の一部改正に
ついて ◎

議案
第137号 （ひがし保育園の廃止に伴い同園を名称及び位置を定め

る別表から削るもの）

魚沼市保育園条例の一部改正について
◎

議案
第138号 （ふるさと回帰育英奨学金の目的である人材の育成とふ

るさとへの回帰をより促すため改正）

魚沼市ふるさと回帰育英奨学金貸与条例の一部
改正について ◎

議案
第151号

（所有者不存在の建物が残存する市有地の適正管理及び
処分を進める上で、建物の収去及び土地の明渡しを求
める訴えの提起）

訴えの提起について（建物収去土地明渡請求）

◎

議案
第152号

（大和沢地区で実施している県営土地改良事業における
換地処分を行うための字の変更）

字の変更について（大和沢地区）
◎

請願
第２号

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学
校の働き方改革、長時間労働是正に係る意見書
の採択を求める請願書

◎

議
員
発
議

発議
第５号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書の提出について

◎

発議
第６号

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学
校の働き方改革、長時間労働是正に係る意見書
の提出について

◎

議案
第153号

（和田・横瀬地区で実施している県営土地改良事業にお
ける換地処分を行うための字の変更）

字の変更について（和田・横瀬地区）
◎

議案
第155号 （議会議決を経ずに調停を成立させたため追認を得るもの）

調停を成立させることの追認について ◎

議案
第139号 （生涯学習センターの設置及び管理等に関し必要な事項

を定めるもの）

魚沼市生涯学習センター条例の制定について
◎

議案
第140号

（生涯学習センターの設置に伴う図書館の名称、位置等
についての改正）

魚沼市立図書館条例の一部改正について
◎

議案
第141号 （旧堀之内庁舎及び旧広神庁舎を市民会館と位置付け、

両施設を名称及び位置を定める別表に加えるもの）

魚沼市市民会館条例の一部改正について
◎

議案
第142号 （歴史資料館の設置及び管理等に関し必要な事項を定め

るもの）

魚沼市歴史資料館条例の制定について
◎

議案
第143号

（魚沼市生涯学習センターに設置する会議用テーブル、
イス等の購入）

財産の取得について（魚沼市生涯学習センター什器類）
◎

議案
第133号 （一般職の職員の給与改定に伴い、一般職の職員の給料

表を準用する会計年度任用職員の給料表の改定）

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正について ◎

議決
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23 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

新年の挨拶

議長　森島守人

　あけましておめでとうございます。
　魚沼市議会を代表し、新年のごあいさつを申し上げます。
　元気あふれる市民の皆様とともに、新たな一年の幕開けを祝うことができますことを、大変光栄
に存じます。
　昨年を振り返ると、元旦に発生した石川・能登半島地震に始まり、日本各地で大きな自然災害や
事故が発生し、改めて危機管理の大切さを痛感させられたものです。
　一方、夏にはパリオリンピック・パラリンピックが開催され、日本選手団の活躍は日本国民に大
きな感動と元気を与えてくれました。

　その年の世相を漢字一文字で表す、「今年の漢字」は「金」でした。パリ五輪、パラリンピックの金メダルの「光の金」
と政治の裏金問題の「陰の金」の二面性、「佐渡の金山」の世界遺産登録も大きな理由となりました。　
　そして、魚沼市市制施行20周年の節目の年であり、衆議院解散による総選挙、魚沼市長選挙と市民にとって、大きな選
択がなされた選挙の年でもありました。
　市議会といたしましては、多様化する社会・経済情勢の変化を的確に把握し、市民の皆様の負託に応えるべく、ニーズ
を敏感に捉え「このまちに住んで良かった」と実感できるまちづくりに邁進してまいりますので、皆様のご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　結びに、市民の皆様の益々のご健康とご多幸、そして、魚沼市のさらなる発展と本年が飛躍の年となることをご祈念申
し上げ、新春のご挨拶と致します。

　令和６年第４回定例会が12月９日から12月26日の18日間の会期で開催されました。議会初日に、一般会計補正予
算（第４号）をはじめ７件の補正予算と魚沼市生涯学習センター什器類の財産の取得について可決しました。12月18
日と19日には、16人の議員が一般質問を行いました。最終日には、各委員会付託の議案は、いずれも原案のとおり可
決され、請願１件が採択されました。議員発議の意見書２件を可決しました。また、副市長の選任について同意しました。

第４回定例会報告第４回定例会報告

収益的収入令和６年度
魚沼市病院事業
会計補正予算
（第１号）

給与費に充当する企業会計費用分の追加160万円 10億9,760万円10億9,600万円

収益的支出 職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
追加

1,100万円 18億8,800万円18億7,700万円

資本的支出
職員の給与改定及び人事異動に伴う追加、ガス製造所の気
化器修繕が完了見込となったことによる減額

▲2,410万円 2億3,290万円2億5,700万円

収益的支出 人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整160万円 10億3,760万円10億3,600万円

収益的支出

令和６年度
魚沼市ガス事業
会計補正予算
（第１号）

職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
減額

▲610万円 8億5,290万円8億5,900万円

資本的支出
職員の給与改定、児童手当制度の拡充及び人事異動に伴う
追加

170万円 8億7,970万円8億7,800万円

主　　な　　内　　容計補正額補正前の額

令和６年度魚沼市一般会計
補正予算（第４号）

376億260万円 17億9,320万円 393億9,580万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調
整、通所型サービス事業の実績見込による負担金の追加、
地域支援事業の国県交付金の償還金の追加

令和６年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第２号）

52億8,130万円 920万円 52億9,050万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整
令和６年度魚沼市後期高齢
者医療特別会計補正予算
（第１号）

9億9,400万円 220万円 9億9,620万円

人事異動及び新潟県人事委員会勧告等に伴う給与費の調整、社会
保障・税番号制度システム整備等の国庫補助金等の増額に伴う財
源の調整、過年度の交付金の精算による償還金確定による追加

令和６年度魚沼市国民健康
保険特別会計補正予算
（第３号）

32億3,870万円 1,030万円 32億4,900万円

第４回定例会補正予算第４回定例会補正予算

住民税非課税世帯に対して灯油購入費助成の計上、ケーブル
テレビ解約に係る移行支援金の追加、実績見込みによる障害
福祉サービス給付費の追加、児童手当の制度改正に伴う扶助
費の追加、農地の集積や集約化に対する協力金等の追加、人
事異動及び新潟県人事委員会勧告等による一般職員給与費
等の調整及び会計年度任用職員の給与改定に伴う補正

収益的支出

令和６年度魚沼市
水道事業会計
補正予算（第１号）

職員の給与改定及び人事異動に伴う追加370万円 23億6,770万円23億6,400万円

資本的支出 職員の給与改定及び人事異動に伴う追加320万円 15億7,120万円15億6,800万円

令和６年度魚沼市
下水道事業会計
補正予算（第１号）

国の補正予算に係る物価高騰対応重点支援、地方創生臨時
交付金の配分に伴い、住民税非課税世帯に対する３万円及
び子ども加算２万円の給付金事業費、生活者・事業者向け
支援策のプレミアム付き商品券事業費の計上

4億590万円 398億170万円393億9,580万円
令和６年度魚沼市一般会計
補正予算（第５号）

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認
第４回定例会議案等

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件
議案
番号等

議案
第120号

令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第４号）
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選
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請 

願

◎

議案
第144号

指定管理者の指定について
（魚沼市守門高齢者センター）

◎

議案
第145号

指定管理者の指定について
（国民健康保険魚沼市立小出病院）

◎

議案
第146号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険堀之内医療センター）

◎

議案
第147号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険守門診療所）

◎

議案
第148号

指定管理者の指定について
（魚沼市国民健康保険入広瀬診療所）

◎

議案
第149号

指定管理者の指定について
（福山峠緑のふるさと広場）

◎

議案
第150号

指定管理者の指定について（寿和温泉） ◎

選挙
第１号

魚沼市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙
について

◎

人
事

同意
第２号

副市長の選任について
（井口新田　櫻井　雅人氏）

◎

議案
第121号

令和６年度魚沼市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

◎

議案
第122号

令和６年度魚沼市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

◎

議案
第123号

令和６年度魚沼市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

◎

議案
第124号

令和６年度魚沼市病院事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第125号

令和６年度魚沼市ガス事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第126号

令和６年度魚沼市水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第127号

令和６年度魚沼市下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

議案
第154号

令和６年度魚沼市一般会計補正予算（第５号） ◎

議案
第128号 （特別職の職員の期末手当の支給月数の改定に準じ、議

員の期末手当の支給月数の改定）

魚沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について ○

議案
第129号 （新潟県の特別職の職員の給与改定に準じ、特別職の職

員の期末手当の支給月数の改定）

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条
例の一部改正について ○

議案
第134号 （長期継続契約を締結することができる契約を見直すた

めの改正）

魚沼市長期継続契約とする契約を定める条例の
一部改正について ◎

議案
第135号

（地方公共団体情報システムの標準化に関する法律の施
行に伴い、個人の市民税の普通徴収の納期及び固定資産
税の納期の変更、地方税法等の改正によるずれが生じた
引用条項の改正）

魚沼市税条例の一部改正について

◎

議案
第130号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して一般職の職員の給与

改定等を行うため、所要の改正）

魚沼市職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて ◎

議案
第131号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して職員の寒冷地手当支

給月額の改定等を行うもの）

魚沼市職員の寒冷地手当に関する条例の一部改
正について ◎

議案
第132号 （新潟県人事委員会勧告に準拠して特定任期付職員の給

与改定を行うための改正）

魚沼市一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部改正について ◎

議案
第136号

（ふるさと回帰育英奨学金の制度を見直すことに伴う改正）

魚沼市ふるさと回帰育英基金条例の一部改正に
ついて ◎

議案
第137号 （ひがし保育園の廃止に伴い同園を名称及び位置を定め

る別表から削るもの）

魚沼市保育園条例の一部改正について
◎

議案
第138号 （ふるさと回帰育英奨学金の目的である人材の育成とふ

るさとへの回帰をより促すため改正）

魚沼市ふるさと回帰育英奨学金貸与条例の一部
改正について ◎

議案
第151号

（所有者不存在の建物が残存する市有地の適正管理及び
処分を進める上で、建物の収去及び土地の明渡しを求
める訴えの提起）

訴えの提起について（建物収去土地明渡請求）

◎

議案
第152号

（大和沢地区で実施している県営土地改良事業における
換地処分を行うための字の変更）

字の変更について（大和沢地区）
◎

請願
第２号

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学
校の働き方改革、長時間労働是正に係る意見書
の採択を求める請願書

◎

議
員
発
議

発議
第５号

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書の提出について

◎

発議
第６号

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学
校の働き方改革、長時間労働是正に係る意見書
の提出について

◎

議案
第153号

（和田・横瀬地区で実施している県営土地改良事業にお
ける換地処分を行うための字の変更）

字の変更について（和田・横瀬地区）
◎

議案
第155号 （議会議決を経ずに調停を成立させたため追認を得るもの）

調停を成立させることの追認について ◎

議案
第139号 （生涯学習センターの設置及び管理等に関し必要な事項

を定めるもの）

魚沼市生涯学習センター条例の制定について
◎

議案
第140号

（生涯学習センターの設置に伴う図書館の名称、位置等
についての改正）

魚沼市立図書館条例の一部改正について
◎

議案
第141号 （旧堀之内庁舎及び旧広神庁舎を市民会館と位置付け、

両施設を名称及び位置を定める別表に加えるもの）

魚沼市市民会館条例の一部改正について
◎

議案
第142号 （歴史資料館の設置及び管理等に関し必要な事項を定め

るもの）

魚沼市歴史資料館条例の制定について
◎

議案
第143号

（魚沼市生涯学習センターに設置する会議用テーブル、
イス等の購入）

財産の取得について（魚沼市生涯学習センター什器類）
◎

議案
第133号 （一般職の職員の給与改定に伴い、一般職の職員の給料

表を準用する会計年度任用職員の給料表の改定）

魚沼市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　私
が
高
齢
者
対
策
で
一
番
大
切
に
思
っ

て
い
る
こ
と
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

で
あ
る
。
寿
命
が
延
び
て
も
、
健
康
上
に

問
題
が
あ
っ
て
は
、
自
分
ら
し
い
生
活
が

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
医
療
や
介
護
の
負

担
が
掛
か
る
。
そ
の
た
め
、「
ピ
ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
」
が
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
、
高

齢
化
が
進
展
し
、
自
立
で
き
な
い
方
も
多

く
い
る
中
で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
増

床
し
、
待
機
者
の
解
消
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。

　
　
　施
設
が
で
き
て
も
、
介
護
や
看
護

の
人
材
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　事
業
者
へ
の
人
材
確
保
支
援
と
し

て
資
格
取
得
や
奨
学
金
返
還
支
援
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
導
入
支
援
、
外

国
人
雇
用
に
向
け
た
住
宅
確
保
等
支
援
、

夜
勤
手
当
補
助
制
度
な
ど
を
設
計
し
て
い
る
。

　
　
　人
材
不
足
解
消
の
た
め
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
す
る
た
め
の
方
策
は
ど
う
か
。

　
　
　雇
用
す
る
企
業
に
対
し
、
日
本
語

学
校
・
介
護
職
養
成
学
校
へ
の
奨
学
金
補

助
や
、
受
入
れ
・
社
宅
経
費
支
援
制
度
な

ど
を
設
計
し
て
い
る
。

　
　
　地
元
で
働
く
新
卒
者
に
「
奨
学
金

制
度
」
の
新
設
拡
充
策
や
、
介
護
職
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　既
に
奨
学
金
の
償
還
補
助
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
で
働
く
こ
と
を
条

件
に
返
還
が
免
除
さ
れ
る
県
社
協
の
貸
付

制
度
等
も
あ
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、

「
介
護
職
魅
力
ア
ピ
ー
ル
隊
」
の
取
組
と

し
て
中
学
校
等
へ
の
紹
介
や
介
護
体
験
等

も
行
う
な
ど
、
若
い
方
々
に
対
す
る
ア
ピ

ー
ル
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　米
な
ど
の
食
料
品
、
電
気
代
な
ど

の
大
幅
な
物
価
高
騰
が
、
価
格
に
転
嫁
で

き
ず
事
業
運
営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お

り
、
支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
国
の
補

正
予
算
な
ど
見
な
が
ら
、
市
全
体
の
課
題

と
し
て
支
援
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

問問

問問

答答

答答　魚
沼
市
は
、
平
成
20
年
３
月
に
策
定
し

た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

「
魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
向

け
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
ち
中
の
空
洞
化

と
い
う
昨
今
の
課
題
に
阻
ま
れ
進
ん
で
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
国
で
は
平
成
26
年
に

都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
魚

沼
市
も
平
成
29
年
（
令
和
３
年
防
災
指
針

追
加
）に
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し「
魚

沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に

向
け
邁
進
中
で
あ
る
。
市
は
立
地
適
正
化

計
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
度
説
明
会
等

展
開
し
今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向

か
う
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
。

　
　
　公
共
交
通
の
利
用
率
や
利
便
性
を

高
め
る
に
は
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
拠

点
形
成
が
重
要
と
考
え
る
。
空
き
家
等
の

利
活
用
も
含
め
拠
点
形
成
地
へ
の
人
口
誘

導
の
必
要
性
を
市
民
に
周
知
し
合
意
形
成

を
求
め
な
い
か
。

　
　
　立
地
適
正
化
計
画
は
、
時
間
を
か

け
な
が
ら
緩
や
か
に
居
住
や
都
市
機
能
の

適
正
立
地
を
誘
導
し
て
い
く
制
度
で
あ

る
。
現
在
、
魚
沼
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
作
業
中
で
あ
り
、
そ
の
過

程
で
地
域
説
明
会
も
予
定
し
て
い
る
。
立

地
適
正
化
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
相
互
に
関
連
を
持
た
せ
た
計
画

で
あ
り
地
域
説
明
会
で
は
、
立
地
適
正
化

計
画
の
重
要
性
等
も
説
明
し
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

移
住
政
策
を
市
の
重
要
政
策
と
明
確
に
掲

げ
な
い
か

　
　
　魚
沼
市
は
明
確
に
移
住
政
策
を
重

要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
発
信
し
て
い
な

い
。
先
人
の
移
住
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

も
含
め
、
重
要
政
策
と
銘
打
ち
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
こ
れ
ま

で
の
総
合
計
画
で
移
住
政
策
、
あ
る
い
は

実
施
計
画
と
し
て
打
ち
出
す
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

　
　
　現
在
、
第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画

の
策
定
に
着
手
し
、
移
住
定
住
を
含
め
た

人
へ
の
投
資
は
重
要
課
題
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
議
会
か
ら
の
提
言
書
も
参
考
に
重

点
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

問

問答

答

　昭
和
62
年
、
当
時
の
地
元
関
係
者
の
要

望
に
よ
り
小
出
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
シ
ャ
ン

ツ
ェ
が
完
成
し
た
。

　一
年
を
通
し
て
使
用
で
き
る
Ｋ
点
50
ｍ

級
の
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

競
技
用
の
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
お

り
、
適
切
な
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
年
間
の
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　小
出
公
園
の
公
園
施
設
と
し
て
指

定
管
理
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

小
出
が
管
理
し
て
い
る
。維
持
管
理
費
は
、

設
備
補
修
・
消
耗
品
等
に
約
15
万
円
、
施

設
利
用
時
の
散
水
に
係
る
水
道
料
金
が
約

10
万
円
、
清
掃
・
草
刈
り
が
約
40
万
円
で
、

合
計
65
万
円
程
度
と
な
る
。

　
　
　魚
沼
市
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
だ

と
私
は
捉
え
て
い
る
が
、
今
後
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　老
朽
化
が
進
み
、
現
在
は
最
低
限

の
維
持
管
理
、
維
持
補
修
に
と
ど
め
て
い

る
。
市
内
の
競
技
人
数
が
少
な
く
、
今
後

大
規
模
改
修
工
事
は
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
選
手
の
段
階
に
応

じ
ジ
ャ
ン
プ
台
の
規
模
も
変
わ
る
た
め
、

競
技
団
体
や
他
自
治
体
の
関
係
者
の
意
向

を
確
認
し
、
検
討
す
る
。

　
　
　将
来
を
担
う
選
手
が
、
安
全
に
安

心
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
施
設
環
境

整
備
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
魚
沼
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
今
現
在
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
修
繕
し
、
維
持
し
て
い
く
べ
き
だ
と
私

は
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
　頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
た

い
し
、
そ
の
子
た
ち
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
修
繕
や
備
品
の
入
替
は
や
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
全
面
的
な
大
規
模
改
修
と

な
る
と
費
用
も
か
か
る
の
で
、
ジ
ャ
ン
プ

台
を
有
す
る
他
自
治
体
の
首
長
や
関
係
者

等
の
意
向
を
確
認
し
検
討
し
た
い
。

問

問

問

答

答答 　12
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
内
田
市
長
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　６
町
村
合
併
以
来
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
地
方
債
と
し
て
合
併
特
例
債
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
今
年
度

で
終
了
す
る
。
次
年
度
以
降
に
向
け
、
財

源
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　
　
　引
き
続
き
、
過
疎
対
策
事
業
債
や

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
な
ど
、
地
方
交
付

税
措
置
が
有
利
な
地
方
債
を
最
大
限
に
活

用
す
る
。
国
県
補
助
金
等
の
対
象
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
、

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
実

施
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
事
業
費
の
削

減
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
な
ど
行
政
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
取

組
も
進
め
た
い
。

　
　
　内
田
市
政
は
全
て
の
市
民
が
平
等

に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
実
現
で
き
る
か
。

　
　
　自
動
車
が
な
い
方
で
も
、
買
い
物

や
通
院
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
交
通

事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
交
通
網
の
整
備

を
行
う
。
住
む
地
域
に
よ
っ
て
な
る
べ
く

格
差
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
に
つ
い

て
は
、
入
広
瀬
地
域
の
住
民
も
ま
ち
場
の

住
民
と
同
等
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
実

現
に
向
け
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　
　市
全
体
の
公
共
交
通
は
、
不
便
が

な
い
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
入
広
瀬
地
域

は
、
小
出
地
域
へ
直
通
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
が
な
い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。Ｊ

Ｒ
や
路
線
バ
ス
と
の
役
割
分
担
を
考
え
る

と
、
乗
客
数
の
減
少
と
共
に
、
少
な
い
乗

客
を
取
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も

持
続
不
可
能
に
な
る
こ
と
が
一
番
避
け
た

い
こ
と
で
、
様
々
な
事
情
が
あ
り
最
適
な

答
え
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

移
動
投
票
所
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
　移
動
投
票
所
の
導
入
は
、
令
和
元

年
か
ら
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
高
齢
化

と
過
疎
化
の
進
む
魚
沼
市
で
も
取
り
組
む

べ
き
案
件
と
断
言
で
き
る
が
ど
う
か
。

　
　
　来
年
執
行
予
定
の
市
議
会
議
員
選

挙
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
、
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
と
移
動
期
日
前
投

票
所
の
設
置
に
よ
り
、
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
等
が
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

検
討
し
た
い
。

問

問問

問

答答

答答

浅井　宏昭

内
田
市
長
２
期
目
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
問
う

﹁
魚
沼
市
の
高
齢
者
福
祉

対
策
﹂
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

星　　直樹

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
シ
ャ
ン
ツ
ェ

の
今
後
に
つ
い
て
問
う

魚
沼
市
立
地
適
正
化
計
画

の
重
要
性
を
市
民
に
周
知

す
べ
き
だ

　

遠藤　徳一
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問
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通
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︶

　私
が
高
齢
者
対
策
で
一
番
大
切
に
思
っ

て
い
る
こ
と
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

で
あ
る
。
寿
命
が
延
び
て
も
、
健
康
上
に

問
題
が
あ
っ
て
は
、
自
分
ら
し
い
生
活
が

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
医
療
や
介
護
の
負

担
が
掛
か
る
。
そ
の
た
め
、「
ピ
ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
」
が
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
、
高

齢
化
が
進
展
し
、
自
立
で
き
な
い
方
も
多

く
い
る
中
で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
増

床
し
、
待
機
者
の
解
消
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
。

　
　
　施
設
が
で
き
て
も
、
介
護
や
看
護

の
人
材
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　事
業
者
へ
の
人
材
確
保
支
援
と
し

て
資
格
取
得
や
奨
学
金
返
還
支
援
、
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
導
入
支
援
、
外

国
人
雇
用
に
向
け
た
住
宅
確
保
等
支
援
、

夜
勤
手
当
補
助
制
度
な
ど
を
設
計
し
て
い
る
。

　
　
　人
材
不
足
解
消
の
た
め
外
国
人
労

働
者
を
雇
用
す
る
た
め
の
方
策
は
ど
う
か
。

　
　
　雇
用
す
る
企
業
に
対
し
、
日
本
語

学
校
・
介
護
職
養
成
学
校
へ
の
奨
学
金
補

助
や
、
受
入
れ
・
社
宅
経
費
支
援
制
度
な

ど
を
設
計
し
て
い
る
。

　
　
　地
元
で
働
く
新
卒
者
に
「
奨
学
金

制
度
」
の
新
設
拡
充
策
や
、
介
護
職
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　既
に
奨
学
金
の
償
還
補
助
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
地
元
で
働
く
こ
と
を
条

件
に
返
還
が
免
除
さ
れ
る
県
社
協
の
貸
付

制
度
等
も
あ
り
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、

「
介
護
職
魅
力
ア
ピ
ー
ル
隊
」
の
取
組
と

し
て
中
学
校
等
へ
の
紹
介
や
介
護
体
験
等

も
行
う
な
ど
、
若
い
方
々
に
対
す
る
ア
ピ

ー
ル
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　米
な
ど
の
食
料
品
、
電
気
代
な
ど

の
大
幅
な
物
価
高
騰
が
、
価
格
に
転
嫁
で

き
ず
事
業
運
営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お

り
、
支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
国
の
補

正
予
算
な
ど
見
な
が
ら
、
市
全
体
の
課
題

と
し
て
支
援
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

問問

問問

答答

答答　魚
沼
市
は
、
平
成
20
年
３
月
に
策
定
し

た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

「
魚
沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に
向

け
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
ち
中
の
空
洞
化

と
い
う
昨
今
の
課
題
に
阻
ま
れ
進
ん
で
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
国
で
は
平
成
26
年
に

都
市
再
生
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、
魚

沼
市
も
平
成
29
年
（
令
和
３
年
防
災
指
針

追
加
）に
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し「
魚

沼
市
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に

向
け
邁
進
中
で
あ
る
。
市
は
立
地
適
正
化

計
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
度
説
明
会
等

展
開
し
今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向

か
う
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
。

　
　
　公
共
交
通
の
利
用
率
や
利
便
性
を

高
め
る
に
は
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
拠

点
形
成
が
重
要
と
考
え
る
。
空
き
家
等
の

利
活
用
も
含
め
拠
点
形
成
地
へ
の
人
口
誘

導
の
必
要
性
を
市
民
に
周
知
し
合
意
形
成

を
求
め
な
い
か
。

　
　
　立
地
適
正
化
計
画
は
、
時
間
を
か

け
な
が
ら
緩
や
か
に
居
住
や
都
市
機
能
の

適
正
立
地
を
誘
導
し
て
い
く
制
度
で
あ

る
。
現
在
、
魚
沼
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
作
業
中
で
あ
り
、
そ
の
過

程
で
地
域
説
明
会
も
予
定
し
て
い
る
。
立

地
適
正
化
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
相
互
に
関
連
を
持
た
せ
た
計
画

で
あ
り
地
域
説
明
会
で
は
、
立
地
適
正
化

計
画
の
重
要
性
等
も
説
明
し
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

移
住
政
策
を
市
の
重
要
政
策
と
明
確
に
掲

げ
な
い
か

　
　
　魚
沼
市
は
明
確
に
移
住
政
策
を
重

要
課
題
と
し
て
掲
げ
て
発
信
し
て
い
な

い
。
先
人
の
移
住
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

も
含
め
、
重
要
政
策
と
銘
打
ち
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
こ
れ
ま

で
の
総
合
計
画
で
移
住
政
策
、
あ
る
い
は

実
施
計
画
と
し
て
打
ち
出
す
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

　
　
　現
在
、
第
三
次
魚
沼
市
総
合
計
画

の
策
定
に
着
手
し
、
移
住
定
住
を
含
め
た

人
へ
の
投
資
は
重
要
課
題
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
議
会
か
ら
の
提
言
書
も
参
考
に
重

点
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

問

問答

答

　昭
和
62
年
、
当
時
の
地
元
関
係
者
の
要

望
に
よ
り
小
出
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
シ
ャ
ン

ツ
ェ
が
完
成
し
た
。

　一
年
を
通
し
て
使
用
で
き
る
Ｋ
点
50
ｍ

級
の
ス
モ
ー
ル
ヒ
ル
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

競
技
用
の
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
お

り
、
適
切
な
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
年
間
の
維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
。

　
　
　小
出
公
園
の
公
園
施
設
と
し
て
指

定
管
理
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

小
出
が
管
理
し
て
い
る
。維
持
管
理
費
は
、

設
備
補
修
・
消
耗
品
等
に
約
15
万
円
、
施

設
利
用
時
の
散
水
に
係
る
水
道
料
金
が
約

10
万
円
、
清
掃
・
草
刈
り
が
約
40
万
円
で
、

合
計
65
万
円
程
度
と
な
る
。

　
　
　魚
沼
市
に
と
っ
て
必
要
な
施
設
だ

と
私
は
捉
え
て
い
る
が
、
今
後
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　
　老
朽
化
が
進
み
、
現
在
は
最
低
限

の
維
持
管
理
、
維
持
補
修
に
と
ど
め
て
い

る
。
市
内
の
競
技
人
数
が
少
な
く
、
今
後

大
規
模
改
修
工
事
は
、
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
選
手
の
段
階
に
応

じ
ジ
ャ
ン
プ
台
の
規
模
も
変
わ
る
た
め
、

競
技
団
体
や
他
自
治
体
の
関
係
者
の
意
向

を
確
認
し
、
検
討
す
る
。

　
　
　将
来
を
担
う
選
手
が
、
安
全
に
安

心
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
施
設
環
境

整
備
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
魚
沼
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
今
現
在
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
修
繕
し
、
維
持
し
て
い
く
べ
き
だ
と
私

は
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　
　頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
た

い
し
、
そ
の
子
た
ち
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
修
繕
や
備
品
の
入
替
は
や
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
全
面
的
な
大
規
模
改
修
と

な
る
と
費
用
も
か
か
る
の
で
、
ジ
ャ
ン
プ

台
を
有
す
る
他
自
治
体
の
首
長
や
関
係
者

等
の
意
向
を
確
認
し
検
討
し
た
い
。

問

問

問

答

答答 　12
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
内
田
市
長
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　６
町
村
合
併
以
来
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
地
方
債
と
し
て
合
併
特
例
債
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
今
年
度

で
終
了
す
る
。
次
年
度
以
降
に
向
け
、
財

源
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　
　
　引
き
続
き
、
過
疎
対
策
事
業
債
や

緊
急
防
災
減
災
事
業
債
な
ど
、
地
方
交
付

税
措
置
が
有
利
な
地
方
債
を
最
大
限
に
活

用
す
る
。
国
県
補
助
金
等
の
対
象
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
、

特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
実

施
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
事
業
費
の
削

減
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
な
ど
行
政
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
取

組
も
進
め
た
い
。

　
　
　内
田
市
政
は
全
て
の
市
民
が
平
等

に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
実
現
で
き
る
か
。

　
　
　自
動
車
が
な
い
方
で
も
、
買
い
物

や
通
院
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
交
通

事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
交
通
網
の
整
備

を
行
う
。
住
む
地
域
に
よ
っ
て
な
る
べ
く

格
差
が
出
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
に
つ
い

て
は
、
入
広
瀬
地
域
の
住
民
も
ま
ち
場
の

住
民
と
同
等
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
実

現
に
向
け
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　
　市
全
体
の
公
共
交
通
は
、
不
便
が

な
い
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
入
広
瀬
地
域

は
、
小
出
地
域
へ
直
通
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
が
な
い
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。Ｊ

Ｒ
や
路
線
バ
ス
と
の
役
割
分
担
を
考
え
る

と
、
乗
客
数
の
減
少
と
共
に
、
少
な
い
乗

客
を
取
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も

持
続
不
可
能
に
な
る
こ
と
が
一
番
避
け
た

い
こ
と
で
、
様
々
な
事
情
が
あ
り
最
適
な

答
え
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

移
動
投
票
所
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
　移
動
投
票
所
の
導
入
は
、
令
和
元

年
か
ら
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
高
齢
化

と
過
疎
化
の
進
む
魚
沼
市
で
も
取
り
組
む

べ
き
案
件
と
断
言
で
き
る
が
ど
う
か
。

　
　
　来
年
執
行
予
定
の
市
議
会
議
員
選

挙
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
、
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
移
動
支
援
と
移
動
期
日
前
投

票
所
の
設
置
に
よ
り
、
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
等
が
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

検
討
し
た
い
。

問

問問

問

答答

答答

浅井　宏昭

内
田
市
長
２
期
目
の
市
政

運
営
に
つ
い
て
問
う

﹁
魚
沼
市
の
高
齢
者
福
祉

対
策
﹂
に
つ
い
て
問
う

佐藤　敏雄

星　　直樹

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
シ
ャ
ン
ツ
ェ

の
今
後
に
つ
い
て
問
う

魚
沼
市
立
地
適
正
化
計
画

の
重
要
性
を
市
民
に
周
知

す
べ
き
だ

　

遠藤　徳一
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　県
人
口
移
動
調
査
「
市
区
町
村
別

人
口
動
態
」
を
み
る
と
、
年
間
の
社
会
減

数
は
３
月
が
約
50
％
を
占
め
て
い
る
。

　市
内
の
年
次
別
で
は
15
歳
か
ら
24
歳
ま

で
の
社
会
動
態
は
何
人
か
。

　
　
　令
和
３
年
が
１
９
２
人
減
、
令
和

４
年
が
１
１
４
人
減
、
令
和
５
年
が
１
０

４
人
の
減
で
あ
る
。

　
　
　先
般
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
若

年
層
の
定
住
意
向
が
低
い
結
果
が
出
て
い

る
。
市
長
は
若
者
が
魚
沼
市
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　若
い
方
は
、
都
会
や
便
利
な
場
所

へ
の
憧
れ
と
進
学
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

よ
り
も
強
い
郷
土
愛
を
育
て
た
い
。

　
　
　若
者
定
住
促
進
の
課
題
解
決
に
向

け
、市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　働
く
場
所
、
住
ま
い
、
そ
し
て
結

婚
、
そ
の
後
の
子
育
て
に
お
け
る
経
済
的

な
不
安
を
軽
減
で
き
る
取
組
を
継
続
し
、

そ
の
他
休
日
等
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
長
は
２
期
目
に
、
若
者
が
魚
沼

に
住
む
定
住
策
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　高
校
生
が
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
、
魚
沼
市
で
働
き
た
い
か
を
調

べ
、
若
者
が
魚
沼
市
に
勤
め
る
。
魚
沼
市

に
住
み
な
が
ら
勤
め
る
所
を
見
つ
け
る
こ

と
に
予
算
も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　若
者
の
定
住
と
人
口
を
増
や
す
た

め
、
当
市
に
残
っ
て
仕
事
を
す
る
高
校
生

等
に
奨
励
金
を
出
す
制
度
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
奨
励
金
の
目
的
を
は
っ
き

り
さ
せ
た
う
え
で
、
他
の
制
度
と
の
す
り

合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、
目
標
が
達
成
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問問問

問問 答答

答答答　
　
　合
併
特
例
債
が
令
和
６
年
度
に
終

了
し
、
過
疎
債
も
縮
小
さ
れ
て
く
る
。
今

ま
で
認
め
ら
れ
た
有
利
な
財
源
は
確
実
に

減
少
す
る
。
新
た
な
施
策
に
充
て
る
自
主

財
源
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

１

　ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
収
納
予
想
は
ど

う
か
。

２

　受
益
者
負
担
、
補
助
金
交
付
の
見
直

し
は
ど
う
か
。

３

　恒
久
的
な
財
源
確
保
の
た
め
に
、
先

行
投
資
で
市
の
付
加
価
値
を
高
め
、
官
民

で
新
た
な
事
業
展
開
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　１

　11
月
末
時
点
の
暫
定
値
が
約

24
億
円
で
、
前
年
同
期
比
40
％
増
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

２

　市
民
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

公
の
施
設
利
用
者
か
ら
は
、
そ
の
対
価
を

使
用
料
と
し
て
、
市
が
特
定
の
人
に
す
る

事
務
は
、
そ
の
経
費
を
手
数
料
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
受
益
者
か
ら
負
担
い
た
だ
く
。

慢
性
的
な
支
出
に
な
ら
な
い
よ
う
、
補
助

金
効
果
の
検
証
を
十
分
に
行
う
。
ま
た
、

関
係
団
体
等
と
協
議
・
調
整
し
、
事
業
の

達
成
目
標
と
す
る
指
標
水
準
と
補
助
期
間

を
明
確
化
し
、
認
識
を
共
有
す
る
。

３

　人
口
減
少
対
策
と
産
業
振
興
策
に
よ

る
市
税
の
増
加
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
議
員
提
案
の
現
有
資
産

を
活
用
し
、新
た
な
事
業
展
開
や
観
光
地
、

特
産
品
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値

を
高
め
る
研
究
も
必
要
で
あ
る
。

防
災
拠
点
の
整
備
内
容
を
問
う

　
　
　消
防
庁
舎
の
隣
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
備
え
た
防
災
拠
点
整
備
が
決
ま
っ
た
。

１

　当
該
敷
地
の
全
面
舗
装
と
消
雪
設
備

は
考
え
て
い
る
の
か
。

２

　ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
給
油
施
設
も
必
要

で
な
い
か
。

３

　消
防
団
の
水
出
し
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

が
で
き
る
常
設
訓
練
場
が
必
要
で
あ
る
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
や
給
水
所
、
ト
イ
レ
の
整

備
は
あ
る
の
か
。

　
　
　１

　全
面
舗
装
で
、
消
融
雪
設
備

は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
部
分
の
範

囲
に
消
雪
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

２

　県
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
燃

料
を
提
供
で
き
る
よ
う
配
備
し
て
お
り
、

新
た
な
給
油
施
設
は
計
画
に
含
め
て
い
な
い
。

３

　訓
練
場
等
の
整
備
は
、
計
画
し
て
い

る
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、
バ
ル
ー
ン
投
光

器
等
の
簡
易
的
な
も
の
を
考
え
て
い
る
。

給
水
設
備
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、
ト
イ

レ
は
緊
急
消
援
助
隊
等
の
応
援
を
受
け
る

際
の
課
題
で
あ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
含
め
検
討
す
る
。

問

問答

答

　
　
　魚
沼
市
は
山
や
川
に
囲
ま
れ
、
冬

の
雪
と
自
然
界
の
厳
し
い
生
活
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
当
市
に
と
っ
て
建
設
業
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
公
契

約
条
例
は
①
事
業
者
に
と
っ
て
は
過
当
競

争
、
不
当
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
排
除
で
き
る

こ
と
。②
労
働
者
に
と
っ
て
は
賃
金
の

切
り
下
げ
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
で

あ
り
、生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
。

③
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
、
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
企
業
の
経
営
安
定
と
賃

金
所
得
の
確
保
に
よ
る
税
収
の
確
保
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
契
約
条
例
の
制

定
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　建
設
労
働
者
に
つ
い
て
国
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
る
公
共
工
事
の
品
質
確

保
と
そ
の
中
長
期
的
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
基
本
理
念
と
し
た
法
整
備
を
実
施

し
、
労
働
者
の
確
保
及
び
離
職
防
止
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
週
休
２
日
へ
の
取
組
や
労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
対
応
等
に
努
め

て
い
る
。
本
年
４
月
か
ら
建
設
業
に
も
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方

改
革
の
取
組
も
あ
り
、
建
設
業
界
の
労
働

環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
施
策
に
準
じ
て
対
応
し
、
引
き
続
き

建
設
業
で
働
く
方
の
処
遇
改
善
に
向
け
た

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
契
約
条
例

の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
災
害
支
援
に
つ
い
て

　
　
　市
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
に
配
慮

し
た
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
必
要
が
あ

る
。対
応
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
方
法
を

学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
障
が
い
者
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、
避
難
所
に
お
け
る
課
題
の

掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。

※

こ
の
他
、﹁
道
路
の
除
雪
体
制
に
つ
い

て
﹂
質
問
し
ま
し
た
。

問答

答

　地
球
温
暖
化
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は

人
類
・
食
料
・
生
態
系
な
ど
に
最
悪
な
状

態
を
招
き
、
滅
亡
の
一
途
を
た
ど
っ
て
し

ま
う
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
対
策

強
化
に
、
世
界
も
本
気
で
取
組
を
強
化
す

る
。
市
も
、
何
を
す
べ
き
か
明
確
に
打
ち

出
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
官
民
一
体
と
な
り
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
　
　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
は
何
か
。

　
　
　市
民
・
事
業
者
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
生
ご
み
処
理
機
、
省
エ
ネ
家
電

等
の
設
備
導
入
や
雪
国
型
Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
の
導

入
に
際
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　11
月
の
議
員
研
修
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
両
立
に
向
け
た
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
政
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
今
後
の
参
考
に
な

っ
た
か
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
28
回
締
結
国
会
議
）
で
の
議
論
が

参
考
に
な
っ
た
。
市
の
役
割
は
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
再
認
識
し
た
。

　
　
　ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
を

６
月
に
行
う
と
し
た
が
、
内
容
の
準
備
不

足
等
で
先
送
り
と
し
た
。
半
年
以
上
が
過

ぎ
た
が
宣
言
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

　
　
　市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
考
え
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宣
言
し
た
い
。

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
　一
等
地
で
あ
り
、
市
民
・
若
者
に

幅
広
く
活
用
さ
れ
る
総
合
的
な
体
育
館
施

設
等
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。
駐
車
場
に

し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
な

い
か
。

　
　
　魚
沼
市
総
合
体
育
館
の
駐
車
場
不

足
の
解
消
及
び
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
跡
地
全
体
を
駐
車
場

及
び
一
部
緑
地
帯
と
し
て
造
成
す
る
。
魚

沼
市
総
合
体
育
館
や
堀
之
内
体
育
館
を
利

用
願
い
た
い
。

問

問問問

問 答答

答答

大桃　俊彦

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問
う

関矢　孝夫

高野甲子雄

公
契
約
条
例
の
制
定
を
図
れ

市
の
自
主
財
源
確
保
策
を

問
う

佐藤　　肇
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　県
人
口
移
動
調
査
「
市
区
町
村
別

人
口
動
態
」
を
み
る
と
、
年
間
の
社
会
減

数
は
３
月
が
約
50
％
を
占
め
て
い
る
。

　市
内
の
年
次
別
で
は
15
歳
か
ら
24
歳
ま

で
の
社
会
動
態
は
何
人
か
。

　
　
　令
和
３
年
が
１
９
２
人
減
、
令
和

４
年
が
１
１
４
人
減
、
令
和
５
年
が
１
０

４
人
の
減
で
あ
る
。

　
　
　先
般
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
若

年
層
の
定
住
意
向
が
低
い
結
果
が
出
て
い

る
。
市
長
は
若
者
が
魚
沼
市
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　若
い
方
は
、
都
会
や
便
利
な
場
所

へ
の
憧
れ
と
進
学
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ

よ
り
も
強
い
郷
土
愛
を
育
て
た
い
。

　
　
　若
者
定
住
促
進
の
課
題
解
決
に
向

け
、市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　働
く
場
所
、
住
ま
い
、
そ
し
て
結

婚
、
そ
の
後
の
子
育
て
に
お
け
る
経
済
的

な
不
安
を
軽
減
で
き
る
取
組
を
継
続
し
、

そ
の
他
休
日
等
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　市
長
は
２
期
目
に
、
若
者
が
魚
沼

に
住
む
定
住
策
に
つ
い
て
何
か
新
し
い
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　高
校
生
が
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ

て
い
る
か
、
魚
沼
市
で
働
き
た
い
か
を
調

べ
、
若
者
が
魚
沼
市
に
勤
め
る
。
魚
沼
市

に
住
み
な
が
ら
勤
め
る
所
を
見
つ
け
る
こ

と
に
予
算
も
含
め
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　若
者
の
定
住
と
人
口
を
増
や
す
た

め
、
当
市
に
残
っ
て
仕
事
を
す
る
高
校
生

等
に
奨
励
金
を
出
す
制
度
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
奨
励
金
の
目
的
を
は
っ
き

り
さ
せ
た
う
え
で
、
他
の
制
度
と
の
す
り

合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
、
目
標
が
達
成
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問問問

問問 答答

答答答　
　
　合
併
特
例
債
が
令
和
６
年
度
に
終

了
し
、
過
疎
債
も
縮
小
さ
れ
て
く
る
。
今

ま
で
認
め
ら
れ
た
有
利
な
財
源
は
確
実
に

減
少
す
る
。
新
た
な
施
策
に
充
て
る
自
主

財
源
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

１

　ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
収
納
予
想
は
ど

う
か
。

２

　受
益
者
負
担
、
補
助
金
交
付
の
見
直

し
は
ど
う
か
。

３

　恒
久
的
な
財
源
確
保
の
た
め
に
、
先

行
投
資
で
市
の
付
加
価
値
を
高
め
、
官
民

で
新
た
な
事
業
展
開
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　１

　11
月
末
時
点
の
暫
定
値
が
約

24
億
円
で
、
前
年
同
期
比
40
％
増
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

２

　市
民
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

公
の
施
設
利
用
者
か
ら
は
、
そ
の
対
価
を

使
用
料
と
し
て
、
市
が
特
定
の
人
に
す
る

事
務
は
、
そ
の
経
費
を
手
数
料
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
受
益
者
か
ら
負
担
い
た
だ
く
。

慢
性
的
な
支
出
に
な
ら
な
い
よ
う
、
補
助

金
効
果
の
検
証
を
十
分
に
行
う
。
ま
た
、

関
係
団
体
等
と
協
議
・
調
整
し
、
事
業
の

達
成
目
標
と
す
る
指
標
水
準
と
補
助
期
間

を
明
確
化
し
、
認
識
を
共
有
す
る
。

３

　人
口
減
少
対
策
と
産
業
振
興
策
に
よ

る
市
税
の
増
加
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
議
員
提
案
の
現
有
資
産

を
活
用
し
、新
た
な
事
業
展
開
や
観
光
地
、

特
産
品
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
付
加
価
値

を
高
め
る
研
究
も
必
要
で
あ
る
。

防
災
拠
点
の
整
備
内
容
を
問
う

　
　
　消
防
庁
舎
の
隣
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
備
え
た
防
災
拠
点
整
備
が
決
ま
っ
た
。

１

　当
該
敷
地
の
全
面
舗
装
と
消
雪
設
備

は
考
え
て
い
る
の
か
。

２

　ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
給
油
施
設
も
必
要

で
な
い
か
。

３

　消
防
団
の
水
出
し
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

が
で
き
る
常
設
訓
練
場
が
必
要
で
あ
る
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
や
給
水
所
、
ト
イ
レ
の
整

備
は
あ
る
の
か
。

　
　
　１

　全
面
舗
装
で
、
消
融
雪
設
備

は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
部
分
の
範

囲
に
消
雪
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

２

　県
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
燃

料
を
提
供
で
き
る
よ
う
配
備
し
て
お
り
、

新
た
な
給
油
施
設
は
計
画
に
含
め
て
い
な
い
。

３

　訓
練
場
等
の
整
備
は
、
計
画
し
て
い

る
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、
バ
ル
ー
ン
投
光

器
等
の
簡
易
的
な
も
の
を
考
え
て
い
る
。

給
水
設
備
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、
ト
イ

レ
は
緊
急
消
援
助
隊
等
の
応
援
を
受
け
る

際
の
課
題
で
あ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
含
め
検
討
す
る
。

問

問答

答

　
　
　魚
沼
市
は
山
や
川
に
囲
ま
れ
、
冬

の
雪
と
自
然
界
の
厳
し
い
生
活
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
当
市
に
と
っ
て
建
設
業
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
公
契

約
条
例
は
①
事
業
者
に
と
っ
て
は
過
当
競

争
、
不
当
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
排
除
で
き
る

こ
と
。②
労
働
者
に
と
っ
て
は
賃
金
の

切
り
下
げ
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
で

あ
り
、生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
。

③
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
確
保
、
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
企
業
の
経
営
安
定
と
賃

金
所
得
の
確
保
に
よ
る
税
収
の
確
保
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
契
約
条
例
の
制

定
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　建
設
労
働
者
に
つ
い
て
国
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
る
公
共
工
事
の
品
質
確

保
と
そ
の
中
長
期
的
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
基
本
理
念
と
し
た
法
整
備
を
実
施

し
、
労
働
者
の
確
保
及
び
離
職
防
止
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
週
休
２
日
へ
の
取
組
や
労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
対
応
等
に
努
め

て
い
る
。
本
年
４
月
か
ら
建
設
業
に
も
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方

改
革
の
取
組
も
あ
り
、
建
設
業
界
の
労
働

環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
施
策
に
準
じ
て
対
応
し
、
引
き
続
き

建
設
業
で
働
く
方
の
処
遇
改
善
に
向
け
た

環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
契
約
条
例

の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
災
害
支
援
に
つ
い
て

　
　
　市
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
に
配
慮

し
た
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
必
要
が
あ

る
。対
応
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
方
法
を

学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
障
が
い
者
か
ら
参

加
い
た
だ
き
、
避
難
所
に
お
け
る
課
題
の

掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て
い
る
。

※

こ
の
他
、﹁
道
路
の
除
雪
体
制
に
つ
い

て
﹂
質
問
し
ま
し
た
。

問答

答

　地
球
温
暖
化
が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は

人
類
・
食
料
・
生
態
系
な
ど
に
最
悪
な
状

態
を
招
き
、
滅
亡
の
一
途
を
た
ど
っ
て
し

ま
う
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
対
策

強
化
に
、
世
界
も
本
気
で
取
組
を
強
化
す

る
。
市
も
、
何
を
す
べ
き
か
明
確
に
打
ち

出
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
官
民
一
体
と
な
り
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
　
　カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
は
何
か
。

　
　
　市
民
・
事
業
者
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
生
ご
み
処
理
機
、
省
エ
ネ
家
電

等
の
設
備
導
入
や
雪
国
型
Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
の
導

入
に
際
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　11
月
の
議
員
研
修
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
両
立
に
向
け
た
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
政
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
今
後
の
参
考
に
な

っ
た
か
。

　
　
　Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
28
回
締
結
国
会
議
）
で
の
議
論
が

参
考
に
な
っ
た
。
市
の
役
割
は
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
再
認
識
し
た
。

　
　
　ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
宣
言
を

６
月
に
行
う
と
し
た
が
、
内
容
の
準
備
不

足
等
で
先
送
り
と
し
た
。
半
年
以
上
が
過

ぎ
た
が
宣
言
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。

　
　
　市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
考
え
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宣
言
し
た
い
。

小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
　一
等
地
で
あ
り
、
市
民
・
若
者
に

幅
広
く
活
用
さ
れ
る
総
合
的
な
体
育
館
施

設
等
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。
駐
車
場
に

し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
な

い
か
。

　
　
　魚
沼
市
総
合
体
育
館
の
駐
車
場
不

足
の
解
消
及
び
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
跡
地
全
体
を
駐
車
場

及
び
一
部
緑
地
帯
と
し
て
造
成
す
る
。
魚

沼
市
総
合
体
育
館
や
堀
之
内
体
育
館
を
利

用
願
い
た
い
。

問

問問問

問 答答

答答

大桃　俊彦

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問
う

関矢　孝夫

高野甲子雄

公
契
約
条
例
の
制
定
を
図
れ

市
の
自
主
財
源
確
保
策
を

問
う

佐藤　　肇
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
種
は
多

様
で
あ
り
、
業
務
の
継
続
性
が
大
事
だ
。

国
は
６
月
に
制
度
見
直
し
を
行
い
、
再
度

の
任
用
を
行
う
限
度
回
数
を
削
除
し
た
。

魚
沼
市
も
規
則
見
直
し
を
行
い
、
５
年
ご

と
の
公
募
を
な
く
し
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　国
の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
再
度
の

任
用
の
限
度
回
数
を
撤
廃
す
る
内
容
で
、

関
係
規
則
を
改
正
す
る
。

　
　
　魚
沼
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は

全
職
員
に
占
め
る
割
合
が
50
％
を
超
え
、

全
国
市
町
村
平
均
よ
り
高
い
。
正
規
職
員

の
割
合
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　現
在
、そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

温
水
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た
検
討
会
の
設

置
を　

　
　市
内
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
護
者
が

子
ど
も
た
ち
に
習
わ
せ
た
い
ス
ポ
ー
ツ
の

第
１
位
は
水
泳
だ
。
し
か
し
、
温
暖
化
で

熱
中
症
を
懸
念
し
水
泳
授
業
が
激
減
し
て

い
る
。
温
水
プ
ー
ル
建
設
を
願
う
署
名
は

９
，
２
１
３
筆
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

内
に
拠
点
プ
ー
ル
を
つ
く
る
社
会
的
要
請

が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　一
定
程
度
の
プ
ー
ル
建
設
を
願
う

声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
社

会
的
要
請
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　多
く
の
保
護
者
の
子
ど
も
に
水
泳

を
習
わ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、
声
な
き

声
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
目
の
前
に
山
積
し
て
お
り
、
現
在
は
温

水
プ
ー
ル
を
つ
く
る
計
画
は
な
い
。

訪
問
介
護
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
を

　
　
　訪
問
介
護
事
業
者
が
減
少
し
た
中

で
、事
業
経
営
の
厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
。

希
望
す
る
人
全
て
が
自
宅
で
の
介
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
を
強
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　訪
問
介
護
部
門
に
限
ら
ず
、
資
格

取
得
支
援
を
は
じ
め
、
人
材
確
保
に
係
る

支
援
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資

格
取
得
に
よ
り
、
事
業
所
全
体
の
加
算
や

処
遇
改
善
加
算
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

問

問問

問問

答答 答

答答　
　
　内
田
市
長
は
子
育
て
日
本
一
を
目

指
す
と
公
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の

会
合
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　そ
の
こ
と
に
特
化
し
た
会
合
は
開

催
し
て
い
な
い
が
、
４
年
間
で
移
動
市
長

室
や
語
ら
ん
会
を
46
回
開
催
し
、
６
７
０

人
と
対
話
し
た
。
そ
こ
に
、
住
み
や
す
い

ま
ち
日
本
一
を
目
指
し
、
市
の
事
業
や
取

組
が
書
い
て
あ
る
７
種
類
の
チ
ラ
シ
を
持

参
し
た
。
参
加
者
に
は
、
そ
の
時
に
応
じ

た
チ
ラ
シ
の
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
中
で

子
育
て
に
特
化
し
た
話
合
い
を
し
た
。

　
　
　話
合
い
の
中
で
、
子
育
て
に
つ
い

て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
　子
育
て
に
関
す
る
市
の
施
策
を
知

ら
な
い
人
が
多
く
い
た
。
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
　
　
　私
が
考
え
る
理
想
の
子
育
て

は
、
子
育
て
し
て
い
る
人
が
愉
し
い
と
思

う
こ
と
で
あ
る
。市
長
が
言
う
よ
う
に「
オ

ー
ル
魚
沼
」
で
考
え
、
児
童
民
生
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
見
守
り
隊
の
成
り
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　話
合
い
の
結
果
、
市
長
が
考
え
る
「
理

想
の
子
育
て
日
本
一
」の
出
口
は
ど
こ
か
。

　
　
　出
生
数
が
増
え
る
こ
と
で
地
域
が

活
性
化
し
、
市
の
未
来
に
希
望
が
持
て
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
の
「
魚
沼
ふ
る
さ

と
応
援
住
民
カ
ー
ド
」
の
よ
う
に
「
魚
沼

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
を
０
歳
か
ら
10
歳

ま
で
期
間
限
定
で
発
行
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　子
育
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が

あ
る
た
め
、
今
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　す
こ
や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
で

第
一
子
に
10
万
円
、
第
二
子
に
15
万
円
、

第
三
子
以
降
も
支
給
と
、
手
厚
い
支
援
は

あ
る
。
応
援
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
市
内
の
商

店
を
活
用
し
、
地
域
の
経
済
に
も
つ
な
が

る
。
子
育
て
中
は
、
近
く
で
買
物
す
る
ほ

う
が
負
担
も
な
く
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　他
県
で
は
子
育
て
中
の
方
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
お
店
に
入
る
と
割
引
に
な
る

制
度
が
あ
る
。
魚
沼
市
だ
け
で
な
く
全
県

で
対
応
し
た
ほ
う
が
広
範
囲
に
使
え
る
た

め
知
事
に
提
案
し
た
り
、
登
録
店
に
つ
い

て
は
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

問問

問問

問

答答

答答

答

　
　
　小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
対
象

の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
当

市
の
結
果
と
そ
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　学
力
は
全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て

お
り
差
が
開
い
た
。
教
科
ご
と
に
理
解
度

が
異
な
っ
て
い
る
。
家
庭
で
の
学
習
の
習

慣
づ
け
が
弱
い
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
　
　評
価
に
基
づ
く
学
力
向
上
の
取
組

と
そ
の
環
境
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　教
員
対
象
の
研
修
等
に
よ
る
授
業

力
ア
ッ
プ
と
あ
た
た
か
い
学
級
づ
く
り
を

核
と
し
た
支
援
そ
の
他
を
継
続
す
る
。
学

級
集
団
の
状
況
を
客
観
的
に
分
析
す
る
Ｑ

Ｕ
調
査
も
継
続
す
る
。

　
　
　「確
か
な
学
力
」
の
育
成
の
他
に

個
性
を
発
揮
し
、
主
体
的
・
創
造
的
に
生

き
、
未
来
を
切
り
拓
く
た
く
ま
し
い
人
間

の
育
成
の
た
め
文
化
活
動
や
体
力
向
上
の

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
学
力
以
外
で
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
、
少

子
化
の
中
で
も
実
現
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
地

域
活
動
に
よ
り
子
ど
も
の
自
己
有
用
感
を

高
め
る
。
学
力
向
上
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
育
て
る
。

市
民
の
労
働
機
会
創
出
に
つ
い
て

　
　
　働
く
場
所
づ
く
り
も
自
治
体
の
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
時

的
・
短
期
的
に
求
人
し
た
い
事
業
所
、
固

定
労
働
の
で
き
な
い
子
育
て
や
介
護
を
し

て
い
る
人
の
中
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
短
時

間
で
も
働
き
た
い
と
思
う
求
職
者
も
多

い
。
市
が
民
間
の
求
人
・
求
職
サ
イ
ト
と

連
携
し
、
市
民
の
労
働
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
を
検
討
し
実
行
し
な
い
か
。

　
　
　市
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
考
え

る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

魚
沼
も
の
づ
く
り
振
興
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
お

り
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
。
提
案
の
取

組
は
近
隣
自
治
体
で
も
実
施
し
効
果
は
あ

る
よ
う
だ
。
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問問問

問答

答答答 　
　
　教
員
の
負
担
軽
減
や
授
業
の
向
上

を
目
指
す
た
め
、
チ
ー
ム
担
任
制
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　教
育
委
員
会
と
し
て
も
注
目
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内
小
中
学
校
の

校
長
を
集
め
た
会
議
に
お
い
て
、
学
年
担

任
制
の
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　教
員
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
る

保
護
者
や
地
域
の
方
が
多
く
い
る
が
、
学

年
の
見
守
り
支
援
を
充
実
で
き
な
い
か
。

　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
の

取
組
の
中
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
各

学
校
の
教
育
支
援
に
入
る
こ
と
は
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
の
一
つ
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

　
　
　「学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
、
市
内
全
体
で
必
要
な
人

材
を
派
遣
す
る
仕
組
み
は
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
　以
前
人
材
バ
ン
ク
に
取
り
組
ん
だ

が
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
十
分
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
は
、
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
材
バ
ン
ク
の

よ
う
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
。

魚
沼
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
　子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る

魚
沼
市
の
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
内
容
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ラ

シ
を
市
民
一
人
ひ
と
り
か
ら
見
て
も
ら

い
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
情
報

発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
広
報
活
動
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
く
。

問

問

問問

答 答

答答

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
問
う

星野みゆき

佐藤　達雄

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
問
う

富永三千敏

学
力
向
上
と
労
働
機
会
創

出
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

﹁
子
育
て
日
本
一
﹂に
つ
い

て
問
う
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　「夢ひかり」の名前は知ってい
るが活動や中身を知らない人もま
だまだ多くいるため、是非公演を
見に来てほしい。

市議会に一言

　小学生から社会人OGへのイ

ンタビュー

　「ここでしか学べないことがた
くさんある」、「小学生から入り、 
その達成感がすごい」、「将来、大
きな舞台に立ちたい」、「経験を生
かして保育士になりたい」、「舞台
に立つ子どもたちを支えたい」な
ど、積極的に取り組み将来のこと
も考え、劇団での活動を楽しんで
いる様子がうかがえた。

メンバーの子どもたち

　ずっと行われていた東京公演が
コロナ禍から途絶えているので、
魚沼市と提携している都市を中心
に市外での公演を再開したい。ま
た、発足当時から魚沼市響きの森
文化会館を利用させてもらい感謝
している。今後は定期的な練習や
道具・備品を保管するための拠点

を持ちたい。そのため多くの方々
にイベントだけでなく夢ひかりの
舞台を是非見に来て応援をしても
らいファンを増やしたいとのこと
だった。

今後と課題

V o
聞かせて！あなたの声

i c e

 　2006年に 中越地震を機に、
子どもたち自身と周りの人たちを
元気にしたいと、魚沼市でキッズ
ミュージカル劇団「魚沼産☆夢ひ
かり」が誕生。今回の取材時は２
日間で英語ミュージカルワークシ
ョップが行われていて「ライオン
キング」を演じていた。キャスト
メンバーは現在約40名、魚沼市
響きの森文化会館大ホールで春と
秋の年２回公演や市内外のイベン
トに参加している。また、東京公
演の実績もある。 

設立とグループ紹介

　わずか２日間の練習後の発
表、英語のミュージカルを見
せていただいた。小学生から
大人まで英語が非常に上手で
その対応力や表現力にものす
ごく感動した。 引き続き頑張
ってほしい。

　地域で活躍する皆さん

と、ざっくばらんに語り

合うコーナーです。

　第20回目は、魚沼産☆

夢ひかりの皆さんからお

話を伺いました。

市議から一言

魚沼産☆
　夢ひかり

市 議 会
×

　11月14日に本庁舎議場にて、中学生議会が開催されました。市内各中学校３年生の代表12人が議員となり、
10人が一般質問に登壇しました。中学生議会は、中学生が地方自治について学習する中で、市政や市議会を
より身近に感じてもらい、政治への関心を高めることを目的に開催しており、今年で８回目となります。生徒
の皆さんは、７月に行った事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に臨みました。当日は、中学生なら
ではの視点で、魚沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対して堂々と述べました。この体験が、郷
土愛の醸成につながることを期待します。

令和６年度
　　中学生議会を開催しました
令和６年度
　　中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　私
た
ち
の
生
活
す
る
須
川

や
大
倉
沢
、
三
渕
沢
は
、
歩

道
の
除
雪
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
小
学
生
も
徒
歩
で
登
下
校
し
て
お

り
、
車
道
を
歩
く
こ
と
は
車
が
近
く
を

走
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
あ
る
。
小
・

中
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
歩
道
の
除
雪
を
毎
日
し
て
ほ

し
い
。

　道
路
に
は
国
管
理
の
国
道
、

県
管
理
の
国
道
と
県
道
、
市

管
理
の
市
道
が
あ
り
、
各
道
路
管
理
者

が
機
械
除
雪
の
出
動
基
準
を
設
定
し
て

い
る
。
市
は
、
車
道
及
び
歩
道
の
積
雪

10
㎝
で
１
日
２
回
を
限
度
に
行
い
、
県

管
理
の
歩
道
は
、
積
雪
20
㎝
で
行
っ
て

い
る
。
歩
道
除
雪
は
、
除
雪
機
械
を
増

や
し
対
応
し
て
き
た
が
、
想
定
を
超
え

る
異
常
降
雪
に
追
い
つ
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
費
用
面
や
人
員
確
保
な
ど

課
題
が
多
い
。
市
は
、
費
用
面
の
支
援

や
制
度
の
充
実
を
国
県
に
要
望
し
た

り
、
除
雪
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
る
こ

と
で
、
冬
期
間
の
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
く
。
な
お
、
歩
道
除
雪
が

全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
通
学
路
が
あ
る

場
合
は
、
学
校
を
通
じ
市
へ
連
絡
を
お

願
い
す
る
。

問答

　今
年
度
、
電
車
を
利
用
す

る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
無
人

駅
が
多
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
夏
休
み

の
課
題
で
市
へ
の
要
望
や
課
題
を
調
査

し
た
際
、
高
齢
者
を
中
心
に
、
無
人
駅

で
不
便
を
感
じ
て
い
る
意
見
が
あ
っ

た
。Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
様
々
な
対

応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
市
で
は
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
今

後
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
あ
る
か
。

　市
で
は
、
様
々
な
分
野
で

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
し
、
既

に
一
部
の
業
務
で
手
書
き
の
申
請
書
を

自
動
で
デ
ー
タ
化
す
る
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
今
後
の
考
え
方
は
、
市

民
生
活
の
利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
、

業
務
の
省
力
化
を
目
指
し
、
議
員
提
案

の
内
容
も
参
考
に
、
多
方
面
へ
の
Ａ
Ｉ

導
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
、Ａ
Ｉ
に
限
っ

た
内
容
で
は
な
い
が
、
既
に
社
会
生
活

全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
計
画

と
し
て
﹁
Ｄ
Ｘ︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
推
進
方
針
﹂
を

策
定
し
包
括
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え
る

た
め
の
新
た
な
技
術
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

問答

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
や

工
事
を
今
よ
り
重
点
的
に
行

い
、
冬
場
の
歩
行
者
通
行
の
利
便
性
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

　②
観
光
立
地
の
観
点
か
ら
も
、
道
路

の
く
ぼ
み
や
盛
り
上
が
り
を
補
修
し
消

雪
水
の
流
路
を
確
保
し
、
水
た
ま
り
や

水
は
ね
を
解
消
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
経
年
劣

化
に
よ
り
水
の
出
が
悪
い
箇

所
や
、
場
所
に
よ
っ
て
は
地
下
水
が
少

な
く
、
降
雪
が
続
く
と
井
戸
が
枯
れ
、

水
が
出
な
く
な
る
箇
所
も
あ
る
。
老
朽

施
設
の
改
修
に
は
、
多
大
な
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
国
の
交
付
金
等
を
活

用
し
て
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　②
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
道
路
改
良
工
事
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
国
県
の
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
立
地
の
観
点

も
含
め
安
全
確
保
を
進
め
て
い
く
。

問答

冬
の
期
間
の
除
雪
に
つ
い
て

観
光
立
地
を
見
据
え
た
消
雪

パ
イ
プ
の
改
良
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

小､中､高､大学生キャストへのインタビュー
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
種
は
多

様
で
あ
り
、
業
務
の
継
続
性
が
大
事
だ
。

国
は
６
月
に
制
度
見
直
し
を
行
い
、
再
度

の
任
用
を
行
う
限
度
回
数
を
削
除
し
た
。

魚
沼
市
も
規
則
見
直
し
を
行
い
、
５
年
ご

と
の
公
募
を
な
く
し
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　国
の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
再
度
の

任
用
の
限
度
回
数
を
撤
廃
す
る
内
容
で
、

関
係
規
則
を
改
正
す
る
。

　
　
　魚
沼
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は

全
職
員
に
占
め
る
割
合
が
50
％
を
超
え
、

全
国
市
町
村
平
均
よ
り
高
い
。
正
規
職
員

の
割
合
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　現
在
、そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

温
水
プ
ー
ル
建
設
に
向
け
た
検
討
会
の
設

置
を　

　
　市
内
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
護
者
が

子
ど
も
た
ち
に
習
わ
せ
た
い
ス
ポ
ー
ツ
の

第
１
位
は
水
泳
だ
。
し
か
し
、
温
暖
化
で

熱
中
症
を
懸
念
し
水
泳
授
業
が
激
減
し
て

い
る
。
温
水
プ
ー
ル
建
設
を
願
う
署
名
は

９
，
２
１
３
筆
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

内
に
拠
点
プ
ー
ル
を
つ
く
る
社
会
的
要
請

が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　一
定
程
度
の
プ
ー
ル
建
設
を
願
う

声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
社

会
的
要
請
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　多
く
の
保
護
者
の
子
ど
も
に
水
泳

を
習
わ
せ
た
い
と
い
う
思
い
は
、
声
な
き

声
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
目
の
前
に
山
積
し
て
お
り
、
現
在
は
温

水
プ
ー
ル
を
つ
く
る
計
画
は
な
い
。

訪
問
介
護
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
を

　
　
　訪
問
介
護
事
業
者
が
減
少
し
た
中

で
、事
業
経
営
の
厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
。

希
望
す
る
人
全
て
が
自
宅
で
の
介
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
を
強
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　訪
問
介
護
部
門
に
限
ら
ず
、
資
格

取
得
支
援
を
は
じ
め
、
人
材
確
保
に
係
る

支
援
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資

格
取
得
に
よ
り
、
事
業
所
全
体
の
加
算
や

処
遇
改
善
加
算
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

問

問問

問問

答答 答

答答　
　
　内
田
市
長
は
子
育
て
日
本
一
を
目

指
す
と
公
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の

会
合
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
　そ
の
こ
と
に
特
化
し
た
会
合
は
開

催
し
て
い
な
い
が
、
４
年
間
で
移
動
市
長

室
や
語
ら
ん
会
を
46
回
開
催
し
、
６
７
０

人
と
対
話
し
た
。
そ
こ
に
、
住
み
や
す
い

ま
ち
日
本
一
を
目
指
し
、
市
の
事
業
や
取

組
が
書
い
て
あ
る
７
種
類
の
チ
ラ
シ
を
持

参
し
た
。
参
加
者
に
は
、
そ
の
時
に
応
じ

た
チ
ラ
シ
の
内
容
を
説
明
し
、
そ
の
中
で

子
育
て
に
特
化
し
た
話
合
い
を
し
た
。

　
　
　話
合
い
の
中
で
、
子
育
て
に
つ
い

て
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
　子
育
て
に
関
す
る
市
の
施
策
を
知

ら
な
い
人
が
多
く
い
た
。
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
　
　
　私
が
考
え
る
理
想
の
子
育
て

は
、
子
育
て
し
て
い
る
人
が
愉
し
い
と
思

う
こ
と
で
あ
る
。市
長
が
言
う
よ
う
に「
オ

ー
ル
魚
沼
」
で
考
え
、
児
童
民
生
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
見
守
り
隊
の
成
り
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　話
合
い
の
結
果
、
市
長
が
考
え
る
「
理

想
の
子
育
て
日
本
一
」の
出
口
は
ど
こ
か
。

　
　
　出
生
数
が
増
え
る
こ
と
で
地
域
が

活
性
化
し
、
市
の
未
来
に
希
望
が
持
て
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
の
「
魚
沼
ふ
る
さ

と
応
援
住
民
カ
ー
ド
」
の
よ
う
に
「
魚
沼

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
を
０
歳
か
ら
10
歳

ま
で
期
間
限
定
で
発
行
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　子
育
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が

あ
る
た
め
、
今
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　す
こ
や
か
子
育
て
応
援
給
付
金
で

第
一
子
に
10
万
円
、
第
二
子
に
15
万
円
、

第
三
子
以
降
も
支
給
と
、
手
厚
い
支
援
は

あ
る
。
応
援
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
市
内
の
商

店
を
活
用
し
、
地
域
の
経
済
に
も
つ
な
が

る
。
子
育
て
中
は
、
近
く
で
買
物
す
る
ほ

う
が
負
担
も
な
く
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　他
県
で
は
子
育
て
中
の
方
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
お
店
に
入
る
と
割
引
に
な
る

制
度
が
あ
る
。
魚
沼
市
だ
け
で
な
く
全
県

で
対
応
し
た
ほ
う
が
広
範
囲
に
使
え
る
た

め
知
事
に
提
案
し
た
り
、
登
録
店
に
つ
い

て
は
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

問問

問問

問

答答

答答

答

　
　
　小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
対
象

の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
当

市
の
結
果
と
そ
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　学
力
は
全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て

お
り
差
が
開
い
た
。
教
科
ご
と
に
理
解
度

が
異
な
っ
て
い
る
。
家
庭
で
の
学
習
の
習

慣
づ
け
が
弱
い
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
　
　評
価
に
基
づ
く
学
力
向
上
の
取
組

と
そ
の
環
境
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　教
員
対
象
の
研
修
等
に
よ
る
授
業

力
ア
ッ
プ
と
あ
た
た
か
い
学
級
づ
く
り
を

核
と
し
た
支
援
そ
の
他
を
継
続
す
る
。
学

級
集
団
の
状
況
を
客
観
的
に
分
析
す
る
Ｑ

Ｕ
調
査
も
継
続
す
る
。

　
　
　「確
か
な
学
力
」
の
育
成
の
他
に

個
性
を
発
揮
し
、
主
体
的
・
創
造
的
に
生

き
、
未
来
を
切
り
拓
く
た
く
ま
し
い
人
間

の
育
成
の
た
め
文
化
活
動
や
体
力
向
上
の

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
学
力
以
外
で
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
大
き
く
す
る
取
組
は
ど
う
か
。

　
　
　部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
、
少

子
化
の
中
で
も
実
現
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
地

域
活
動
に
よ
り
子
ど
も
の
自
己
有
用
感
を

高
め
る
。
学
力
向
上
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
育
て
る
。

市
民
の
労
働
機
会
創
出
に
つ
い
て

　
　
　働
く
場
所
づ
く
り
も
自
治
体
の
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
一
時

的
・
短
期
的
に
求
人
し
た
い
事
業
所
、
固

定
労
働
の
で
き
な
い
子
育
て
や
介
護
を
し

て
い
る
人
の
中
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
短
時

間
で
も
働
き
た
い
と
思
う
求
職
者
も
多

い
。
市
が
民
間
の
求
人
・
求
職
サ
イ
ト
と

連
携
し
、
市
民
の
労
働
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
を
検
討
し
実
行
し
な
い
か
。

　
　
　市
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
考
え

る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

魚
沼
も
の
づ
く
り
振
興
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
て
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
て
お

り
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
。
提
案
の
取

組
は
近
隣
自
治
体
で
も
実
施
し
効
果
は
あ

る
よ
う
だ
。
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問問問

問答

答答答 　
　
　教
員
の
負
担
軽
減
や
授
業
の
向
上

を
目
指
す
た
め
、
チ
ー
ム
担
任
制
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　教
育
委
員
会
と
し
て
も
注
目
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内
小
中
学
校
の

校
長
を
集
め
た
会
議
に
お
い
て
、
学
年
担

任
制
の
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　教
員
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
る

保
護
者
や
地
域
の
方
が
多
く
い
る
が
、
学

年
の
見
守
り
支
援
を
充
実
で
き
な
い
か
。

　
　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
の

取
組
の
中
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
各

学
校
の
教
育
支
援
に
入
る
こ
と
は
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
の
一
つ
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

　
　
　「学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
、
市
内
全
体
で
必
要
な
人

材
を
派
遣
す
る
仕
組
み
は
つ
く
れ
な
い
か
。

　
　
　以
前
人
材
バ
ン
ク
に
取
り
組
ん
だ

が
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
十
分
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
は
、
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
材
バ
ン
ク
の

よ
う
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
。

魚
沼
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
　
　子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
て
い
る

魚
沼
市
の
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
内
容
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ラ

シ
を
市
民
一
人
ひ
と
り
か
ら
見
て
も
ら

い
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
情
報

発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
広
報
活
動
を
継

続
的
に
行
っ
て
い
く
。

問

問

問問

答 答

答答

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
問
う

星野みゆき

佐藤　達雄

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
問
う

富永三千敏

学
力
向
上
と
労
働
機
会
創

出
に
つ
い
て
問
う

桑原　郁夫

﹁
子
育
て
日
本
一
﹂に
つ
い

て
問
う
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
は
、
魚
沼

圏
域
は
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
死
亡
比
が

低
く
、
ま
た
、
自
殺
率
は
高
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
行
政
と
し
て
の
受
け
止
め
は
ど

う
か
。

　
　
　胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
死
亡
比
が

低
い
こ
と
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の

取
組
や
、
精
密
検
査
対
象
者
の
受
診
勧
奨

な
ど
、
が
ん
対
策
事
業
の
継
続
的
な
実
施

に
よ
る
成
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。
自
殺

率
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
高
い
こ
と
を

認
知
し
、
取
り
組
む
べ
き
優
先
順
位
が
高

い
健
康
課
題
と
受
け
止
め
、
今
後
も
予
防

に
努
め
て
い
く
。

魚
沼
地
域
に
特
有
の
疾
病
に
つ
い
て

　
　
　ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
と
健
康
、
魚
沼
の
天
候
と
季
節
性
う
つ

病
な
ど
、
魚
沼
地
域
特
有
の
疾
病
及
び
健

康
阻
害
因
子
は
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
は
、
全
国
と
比
較
し
て
、

男
女
と
も
に
毎
日
飲
酒
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　魚
沼
市
に
お
け
る
医
療
費
支
出
の
割
合

は
、
糖
尿
病
が
県
よ
り
高
く
、
特
定
健
診

結
果
か
ら
も
糖
尿
病
に
関
係
す
る
値
が
基

準
値
以
上
と
判
定
さ
れ
た
人
の
割
合
が
、

県
や
国
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
性
に
よ
る
疾
病
と
健
康

阻
害
因
子
は
、
関
連
性
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︵
カ
ス
ハ
ラ
︶

に
つ
い
て

　
　
　市
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
の
被
害
実

態
は
あ
る
か
。

　
　
　近
年
は
、
窓
口
で
大
声
を
出
さ
れ

た
等
の
報
告
は
あ
る
が
、
カ
ス
ハ
ラ
に
限

っ
た
調
査
を
し
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は

確
認
し
て
い
な
い
。

　
　
　当
市
で
の
カ
ス
ハ
ラ
対
応
と
対
策

は
あ
る
か
。

　
　
　主
な
原
因
は
、
職
員
の
説
明
が
明

確
に
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
場
合
や
、
丁
寧

で
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
市
民
に
寄

り
添
い
、
わ
か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
に

努
め
る
よ
う
職
員
に
対
し
て
指
示
し
て
い

る
。
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
カ
ス
ハ
ラ
を

市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
窓
口
等

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
が
考
え
ら
れ
る
。

※

２

　カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　顧
客
が
企
業
等
に
対
し
て
理
不
尽
な
ク

レ
ー
ム
・
言
動
を
す
る
こ
と
。

※

１

　コ
ホ
ー
ト
研
究

　健
康
状
態
と
生
活
習
慣
、
環
境
や
体
質

の
状
態
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
、
長
期
に

わ
た
り
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
で
、
病
気

の
原
因
を
探
る
研
究
の
こ
と
。

※

２

問問

問答問答

答答公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　
　夕
方
、
小
出
駅
は
主
に
高
校
生
の

迎
え
に
、
毎
日
多
く
の
送
迎
車
が
き
て
い

る
。
保
護
者
や
家
族
に
と
っ
て
は
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
帰
り
の
時
間
に

配
慮
し
た
バ
ス
の
運
行
を
整
備
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　小
出
駅
発
着
の
路
線
は
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
を
考
慮
し
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
常
に
効
率
的
な
運
行
と
な
る
よ
う
バ

ス
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　公
共
交
通
網
整
備
の
一
環
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
一
般
住
民
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
空
い
て
い

る
時
間
帯
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　運
行
目
的
と
運
賃
徴
収
の
面
で
解

決
が
難
し
い
課
題
が
生
じ
る
こ
と
や
、「
緑

ナ
ン
バ
ー
」
車
両
に
よ
る
輸
送
事
業
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
　
　魚
沼
基
幹
病
院
へ
通
院
を
す
る
こ

と
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
住
民
の
声
を
多

く
聞
く
。
路
線
バ
ス
の
増
便
を
行
っ
て
い

る
が
、
加
え
て
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
導
入
に
あ
た
り
、
魚
沼
基
幹
病
院

へ
の
運
行
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

導
入
は
、
実
証
運
行
で
ス
タ
ー
ト
し
、
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
た
効
果
・
検
証
を

行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
展
開
を
検
討

す
る
。
実
証
運
行
の
段
階
で
は
、
魚
沼
基

幹
病
院
へ
の
接
続
は
考
え
て
い
な
い
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
　小
中
学
校
の
副
教
材
費
や
給
食

費
、
部
活
動
費
な
ど
の
教
育
費
負
担
軽
減

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　学
用
品
費
等
の
援
助
の
ほ
か
、
今

年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
や
ク

ラ
ブ
活
動
費
を
就
学
援
助
対
象
費
目
に
加

え
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
支
援
を
拡
充

し
た
。
学
校
給
食
費
は
、
物
価
高
騰
分
を

市
が
負
担
し
保
護
者
負
担
の
抑
制
を
図
っ

て
い
る
。

問

問

問問

答答

答答

　全
国
的
に
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加

し
、
魚
沼
市
で
も
原
因
を
探
っ
た
り
相
談

活
動
や
訪
問
活
動
等
を
行
っ
た
り
策
を
講

じ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
自
立

に
向
け
た
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　令
和
５
年
度
不
登
校
児
童
生
徒

数
、令
和
６
年
度
現
在
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
５
年
度
が
、
小
学
生
20
人
、

中
学
生
53
人
、
令
和
６
年
度
11
月
末
現
在

で
小
学
生
14
人
、
中
学
生
41
人
で
あ
る
。

　
　
　令
和
６
年
度
適
応
指
導
教
室
へ
の

希
望
数
と
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　11
月
末
時
点
で
、
小
学
生
11
人
、

中
学
生
24
人
の
計
35
人
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
が
学
校
へ
の
登
校
と
併
用
し
、
心
身
の

状
態
で
自
分
に
合
っ
た
学
び
の
場
、
居
場

所
を
選
択
し
て
い
る
。

　
　
　適
応
指
導
教
室
充
実
の
た
め
の
人

員
増
や
拡
充
の
必
要
性
は
ど
う
か
。

　
　
　昨
年
度
と
本
年
度
に
増
員
し
、
８

人
体
制
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
学
校
４

校
と
小
学
校
１
校
に
あ
る
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
も
支
援
員
を
配
置
し
、
多
様

な
学
び
の
場
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
き
と

市
外
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
策
は
ど

う
か
。

　
　
　市
内
は
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い

な
い
。
市
外
へ
の
支
援
は
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
へ
の
登
校
を
学
校
の
出
席
と
み
な

し
、
学
び
の
場
の
確
保
と
学
ぶ
意
欲
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

安
心
安
全
な
通
学
路
の
確
保
に
つ
い
て

　一
緒
に
登
下
校
す
る
児
童
生
徒
が
減
少

し
、
交
通
事
故
・
不
審
者
・
熱
中
症
等
の

観
点
か
ら
状
況
に
応
じ
通
学
路
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　学
校
や
地
域
の
実
態
を
調
査
し
、

安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
見
直
し
の
検
討

は
行
う
の
か
。

　
　
　来
春
か
ら
小
学
生
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
小
学
生
の
乗
車
範
囲
を
広
げ
て
か
ら

中
学
生
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　中
学
生
議
会
で
の
「
冬
季
の
安
全

な
通
学
路
確
保
に
つ
い
て
」
を
こ
の
冬
か

ら
実
現
で
き
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
、
歩
道
除
雪
の
実
施
と
要

望
を
各
道
路
管
理
者
に
伝
え
、
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
中
学

生
の
冬
季
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
基
準
で

あ
る
３
㎞
を
検
討
し
た
い
。
中
学
校
全
体

の
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
た
め
今

冬
の
実
施
は
難
し
い
。

問問問

問問

問

答答答

答答答

横山　正樹

不
登
校
児
童
生
徒
の
自
立

に
向
け
た
具
体
策
に
つ
い

て
問
う

本田　　篤

コ
ホ
ー
ト
研
究
の
超
長
期

的
な
実
施
を
す
べ
き
に
つ

い
て
問
う

高
校
生
向
け
小
出
駅
か
ら

の
バ
ス
の
整
備
を

大平　恭児

※

１

市
民
の
所
得
向
上
の
た
め
に
公
契
約
条
例

を
制
定
せ
よ

　
　
　公
契
約
条
例
は
、
市
が
発
注
す
る

業
務
委
託
や
指
定
管
理
協
定
を
契
約
締
結

で
き
る
事
業
者
の
選
定
条
件
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
の
給
与
水
準
に
一
定
の
条
件
を

付
し
、
最
低
賃
金
な
ど
で
雇
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
所

得
向
上
に
市
が
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き

る
条
例
で
あ
る
。
既
に
制
定
し
て
い
る
自

治
体
で
は
、
対
象
と
な
る
契
約
を
、
工
事

等
請
負
契
約
、
業
務
委
託
契
約
、
指
定
管

理
協
定
等
と
し
、対
象
と
な
る
労
働
者
を
、

受
注
者
で
あ
る
企
業
に
直
接
雇
用
さ
れ
て

い
る
者
、
下
請
業
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

者
、
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
に
よ
り
業
務

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
者
及
び
請
負
契
約
に

よ
り
業
務
に
従
事
す
る
一
人
親
方
と
し
て

い
る
。
ま
た
、賃
金
の
下
限
に
つ
い
て
は
、

公
的
機
関
が
定
め
る
労
務
単
価
の
基
準
、

自
治
体
職
員
給
与
額
等
を
勘
案
し
て
、
市

長
等
が
定
め
る
と
し
、
審
議
会
等
の
設
置

を
規
定
し
て
い
る
条
例
が
多
い
。
当
市
も

市
民
の
所
得
向
上
の
た
め
に
、
賃
金
条
項

を
有
す
る
公
契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
の
公
共
事
業
に
お
け
る
契
約

は
、
契
約
の
目
的
物
ま
た
は
役
務
に
つ
い

て
、
取
引
の
実
例
価
格
、
需
給
の
状
況
、

履
行
の
難
易
、
数
量
の
多
寡
、
履
行
期
間

の
長
短
等
を
考
慮
し
、
各
種
法
令
を
遵
守

し
予
定
価
格
を
定
め
て
い
る
。
最
低
賃
金

法
で
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
労
働
条
件

の
改
善
を
図
り
、
事
業
の
公
正
な
競
争
の

確
保
に
資
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
地
域

の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
全
国
的

に
整
合
性
の
あ
る
額
を
設
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
働
く
方
の
処

遇
改
善
と
公
正
な
競
争
の
確
保
に
努
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
公
契
約
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い

な
い
。

問

答

市
民
の
所
得
向
上
に
向
け

た
市
の
責
任
に
つ
い
て
問
う

渡辺　一美
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

　
　
　魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
は
、
魚
沼

圏
域
は
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
死
亡
比
が

低
く
、
ま
た
、
自
殺
率
は
高
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
行
政
と
し
て
の
受
け
止
め
は
ど

う
か
。

　
　
　胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の
死
亡
比
が

低
い
こ
と
は
、
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の

取
組
や
、
精
密
検
査
対
象
者
の
受
診
勧
奨

な
ど
、
が
ん
対
策
事
業
の
継
続
的
な
実
施

に
よ
る
成
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。
自
殺

率
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
高
い
こ
と
を

認
知
し
、
取
り
組
む
べ
き
優
先
順
位
が
高

い
健
康
課
題
と
受
け
止
め
、
今
後
も
予
防

に
努
め
て
い
く
。

魚
沼
地
域
に
特
有
の
疾
病
に
つ
い
て

　
　
　ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
と
健
康
、
魚
沼
の
天
候
と
季
節
性
う
つ

病
な
ど
、
魚
沼
地
域
特
有
の
疾
病
及
び
健

康
阻
害
因
子
は
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
　魚
沼
市
は
、
全
国
と
比
較
し
て
、

男
女
と
も
に
毎
日
飲
酒
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　魚
沼
市
に
お
け
る
医
療
費
支
出
の
割
合

は
、
糖
尿
病
が
県
よ
り
高
く
、
特
定
健
診

結
果
か
ら
も
糖
尿
病
に
関
係
す
る
値
が
基

準
値
以
上
と
判
定
さ
れ
た
人
の
割
合
が
、

県
や
国
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
性
に
よ
る
疾
病
と
健
康

阻
害
因
子
は
、
関
連
性
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
︵
カ
ス
ハ
ラ
︶

に
つ
い
て

　
　
　市
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
の
被
害
実

態
は
あ
る
か
。

　
　
　近
年
は
、
窓
口
で
大
声
を
出
さ
れ

た
等
の
報
告
は
あ
る
が
、
カ
ス
ハ
ラ
に
限

っ
た
調
査
を
し
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は

確
認
し
て
い
な
い
。

　
　
　当
市
で
の
カ
ス
ハ
ラ
対
応
と
対
策

は
あ
る
か
。

　
　
　主
な
原
因
は
、
職
員
の
説
明
が
明

確
に
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
場
合
や
、
丁
寧

で
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
市
民
に
寄

り
添
い
、
わ
か
り
や
す
い
丁
寧
な
説
明
に

努
め
る
よ
う
職
員
に
対
し
て
指
示
し
て
い

る
。
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
カ
ス
ハ
ラ
を

市
民
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
窓
口
等

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
が
考
え
ら
れ
る
。

※

２

　カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　顧
客
が
企
業
等
に
対
し
て
理
不
尽
な
ク

レ
ー
ム
・
言
動
を
す
る
こ
と
。

※

１

　コ
ホ
ー
ト
研
究

　健
康
状
態
と
生
活
習
慣
、
環
境
や
体
質

の
状
態
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
、
長
期
に

わ
た
り
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
で
、
病
気

の
原
因
を
探
る
研
究
の
こ
と
。

※

２

問問

問答問答

答答公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　
　夕
方
、
小
出
駅
は
主
に
高
校
生
の

迎
え
に
、
毎
日
多
く
の
送
迎
車
が
き
て
い

る
。
保
護
者
や
家
族
に
と
っ
て
は
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
帰
り
の
時
間
に

配
慮
し
た
バ
ス
の
運
行
を
整
備
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　小
出
駅
発
着
の
路
線
は
、
あ
ら
ゆ

る
状
況
を
考
慮
し
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
、
常
に
効
率
的
な
運
行
と
な
る
よ
う
バ

ス
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　公
共
交
通
網
整
備
の
一
環
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
一
般
住
民
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
空
い
て
い

る
時
間
帯
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　運
行
目
的
と
運
賃
徴
収
の
面
で
解

決
が
難
し
い
課
題
が
生
じ
る
こ
と
や
、「
緑

ナ
ン
バ
ー
」
車
両
に
よ
る
輸
送
事
業
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
　
　魚
沼
基
幹
病
院
へ
通
院
を
す
る
こ

と
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
住
民
の
声
を
多

く
聞
く
。
路
線
バ
ス
の
増
便
を
行
っ
て
い

る
が
、
加
え
て
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
導
入
に
あ
た
り
、
魚
沼
基
幹
病
院

へ
の
運
行
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

導
入
は
、
実
証
運
行
で
ス
タ
ー
ト
し
、
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
た
効
果
・
検
証
を

行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
展
開
を
検
討

す
る
。
実
証
運
行
の
段
階
で
は
、
魚
沼
基

幹
病
院
へ
の
接
続
は
考
え
て
い
な
い
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
　小
中
学
校
の
副
教
材
費
や
給
食

費
、
部
活
動
費
な
ど
の
教
育
費
負
担
軽
減

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　学
用
品
費
等
の
援
助
の
ほ
か
、
今

年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
や
ク

ラ
ブ
活
動
費
を
就
学
援
助
対
象
費
目
に
加

え
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
支
援
を
拡
充

し
た
。
学
校
給
食
費
は
、
物
価
高
騰
分
を

市
が
負
担
し
保
護
者
負
担
の
抑
制
を
図
っ

て
い
る
。

問

問

問問

答答

答答

　全
国
的
に
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加

し
、
魚
沼
市
で
も
原
因
を
探
っ
た
り
相
談

活
動
や
訪
問
活
動
等
を
行
っ
た
り
策
を
講

じ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
自
立

に
向
け
た
具
体
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　令
和
５
年
度
不
登
校
児
童
生
徒

数
、令
和
６
年
度
現
在
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
５
年
度
が
、
小
学
生
20
人
、

中
学
生
53
人
、
令
和
６
年
度
11
月
末
現
在

で
小
学
生
14
人
、
中
学
生
41
人
で
あ
る
。

　
　
　令
和
６
年
度
適
応
指
導
教
室
へ
の

希
望
数
と
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　11
月
末
時
点
で
、
小
学
生
11
人
、

中
学
生
24
人
の
計
35
人
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
が
学
校
へ
の
登
校
と
併
用
し
、
心
身
の

状
態
で
自
分
に
合
っ
た
学
び
の
場
、
居
場

所
を
選
択
し
て
い
る
。

　
　
　適
応
指
導
教
室
充
実
の
た
め
の
人

員
増
や
拡
充
の
必
要
性
は
ど
う
か
。

　
　
　昨
年
度
と
本
年
度
に
増
員
し
、
８

人
体
制
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
学
校
４

校
と
小
学
校
１
校
に
あ
る
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
も
支
援
員
を
配
置
し
、
多
様

な
学
び
の
場
を
確
保
し
て
い
る
。

　
　
　フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
き
と

市
外
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
策
は
ど

う
か
。

　
　
　市
内
は
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い

な
い
。
市
外
へ
の
支
援
は
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
へ
の
登
校
を
学
校
の
出
席
と
み
な

し
、
学
び
の
場
の
確
保
と
学
ぶ
意
欲
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

安
心
安
全
な
通
学
路
の
確
保
に
つ
い
て

　一
緒
に
登
下
校
す
る
児
童
生
徒
が
減
少

し
、
交
通
事
故
・
不
審
者
・
熱
中
症
等
の

観
点
か
ら
状
況
に
応
じ
通
学
路
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　学
校
や
地
域
の
実
態
を
調
査
し
、

安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
見
直
し
の
検
討

は
行
う
の
か
。

　
　
　来
春
か
ら
小
学
生
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
。
小
学
生
の
乗
車
範
囲
を
広
げ
て
か
ら

中
学
生
の
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　中
学
生
議
会
で
の
「
冬
季
の
安
全

な
通
学
路
確
保
に
つ
い
て
」
を
こ
の
冬
か

ら
実
現
で
き
な
い
か
。

　
　
　ま
ず
は
、
歩
道
除
雪
の
実
施
と
要

望
を
各
道
路
管
理
者
に
伝
え
、
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
中
学

生
の
冬
季
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
基
準
で

あ
る
３
㎞
を
検
討
し
た
い
。
中
学
校
全
体

の
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
た
め
今

冬
の
実
施
は
難
し
い
。

問問問

問問

問

答答答

答答答

横山　正樹

不
登
校
児
童
生
徒
の
自
立

に
向
け
た
具
体
策
に
つ
い

て
問
う

本田　　篤

コ
ホ
ー
ト
研
究
の
超
長
期

的
な
実
施
を
す
べ
き
に
つ

い
て
問
う

高
校
生
向
け
小
出
駅
か
ら

の
バ
ス
の
整
備
を

大平　恭児

※

１

市
民
の
所
得
向
上
の
た
め
に
公
契
約
条
例

を
制
定
せ
よ

　
　
　公
契
約
条
例
は
、
市
が
発
注
す
る

業
務
委
託
や
指
定
管
理
協
定
を
契
約
締
結

で
き
る
事
業
者
の
選
定
条
件
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
の
給
与
水
準
に
一
定
の
条
件
を

付
し
、
最
低
賃
金
な
ど
で
雇
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
所

得
向
上
に
市
が
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き

る
条
例
で
あ
る
。
既
に
制
定
し
て
い
る
自

治
体
で
は
、
対
象
と
な
る
契
約
を
、
工
事

等
請
負
契
約
、
業
務
委
託
契
約
、
指
定
管

理
協
定
等
と
し
、対
象
と
な
る
労
働
者
を
、

受
注
者
で
あ
る
企
業
に
直
接
雇
用
さ
れ
て

い
る
者
、
下
請
業
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

者
、
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
に
よ
り
業
務

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
者
及
び
請
負
契
約
に

よ
り
業
務
に
従
事
す
る
一
人
親
方
と
し
て

い
る
。
ま
た
、賃
金
の
下
限
に
つ
い
て
は
、

公
的
機
関
が
定
め
る
労
務
単
価
の
基
準
、

自
治
体
職
員
給
与
額
等
を
勘
案
し
て
、
市

長
等
が
定
め
る
と
し
、
審
議
会
等
の
設
置

を
規
定
し
て
い
る
条
例
が
多
い
。
当
市
も

市
民
の
所
得
向
上
の
た
め
に
、
賃
金
条
項

を
有
す
る
公
契
約
条
例
を
制
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　市
の
公
共
事
業
に
お
け
る
契
約

は
、
契
約
の
目
的
物
ま
た
は
役
務
に
つ
い

て
、
取
引
の
実
例
価
格
、
需
給
の
状
況
、

履
行
の
難
易
、
数
量
の
多
寡
、
履
行
期
間

の
長
短
等
を
考
慮
し
、
各
種
法
令
を
遵
守

し
予
定
価
格
を
定
め
て
い
る
。
最
低
賃
金

法
で
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
労
働
条
件

の
改
善
を
図
り
、
事
業
の
公
正
な
競
争
の

確
保
に
資
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、
地
域

の
経
済
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
全
国
的

に
整
合
性
の
あ
る
額
を
設
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
働
く
方
の
処

遇
改
善
と
公
正
な
競
争
の
確
保
に
努
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
公
契
約
条
例
の
制
定
は
考
え
て
い

な
い
。

問

答

市
民
の
所
得
向
上
に
向
け

た
市
の
責
任
に
つ
い
て
問
う

渡辺　一美
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　「夢ひかり」の名前は知ってい
るが活動や中身を知らない人もま
だまだ多くいるため、是非公演を
見に来てほしい。

市議会に一言

　小学生から社会人OGへのイ

ンタビュー

　「ここでしか学べないことがた
くさんある」、「小学生から入り、 
その達成感がすごい」、「将来、大
きな舞台に立ちたい」、「経験を生
かして保育士になりたい」、「舞台
に立つ子どもたちを支えたい」な
ど、積極的に取り組み将来のこと
も考え、劇団での活動を楽しんで
いる様子がうかがえた。

メンバーの子どもたち

　ずっと行われていた東京公演が
コロナ禍から途絶えているので、
魚沼市と提携している都市を中心
に市外での公演を再開したい。ま
た、発足当時から魚沼市響きの森
文化会館を利用させてもらい感謝
している。今後は定期的な練習や
道具・備品を保管するための拠点

を持ちたい。そのため多くの方々
にイベントだけでなく夢ひかりの
舞台を是非見に来て応援をしても
らいファンを増やしたいとのこと
だった。

今後と課題

V o
聞かせて！あなたの声

i c e

 　2006年に 中越地震を機に、
子どもたち自身と周りの人たちを
元気にしたいと、魚沼市でキッズ
ミュージカル劇団「魚沼産☆夢ひ
かり」が誕生。今回の取材時は２
日間で英語ミュージカルワークシ
ョップが行われていて「ライオン
キング」を演じていた。キャスト
メンバーは現在約40名、魚沼市
響きの森文化会館大ホールで春と
秋の年２回公演や市内外のイベン
トに参加している。また、東京公
演の実績もある。 

設立とグループ紹介

　わずか２日間の練習後の発
表、英語のミュージカルを見
せていただいた。小学生から
大人まで英語が非常に上手で
その対応力や表現力にものす
ごく感動した。 引き続き頑張
ってほしい。

　地域で活躍する皆さん

と、ざっくばらんに語り

合うコーナーです。

　第20回目は、魚沼産☆

夢ひかりの皆さんからお

話を伺いました。

市議から一言

魚沼産☆
　夢ひかり

市 議 会
×

　11月14日に本庁舎議場にて、中学生議会が開催されました。市内各中学校３年生の代表12人が議員となり、
10人が一般質問に登壇しました。中学生議会は、中学生が地方自治について学習する中で、市政や市議会を
より身近に感じてもらい、政治への関心を高めることを目的に開催しており、今年で８回目となります。生徒
の皆さんは、７月に行った事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に臨みました。当日は、中学生なら
ではの視点で、魚沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対して堂々と述べました。この体験が、郷
土愛の醸成につながることを期待します。

令和６年度
　　中学生議会を開催しました
令和６年度
　　中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　私
た
ち
の
生
活
す
る
須
川

や
大
倉
沢
、
三
渕
沢
は
、
歩

道
の
除
雪
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
小
学
生
も
徒
歩
で
登
下
校
し
て
お

り
、
車
道
を
歩
く
こ
と
は
車
が
近
く
を

走
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
あ
る
。
小
・

中
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
歩
道
の
除
雪
を
毎
日
し
て
ほ

し
い
。

　道
路
に
は
国
管
理
の
国
道
、

県
管
理
の
国
道
と
県
道
、
市

管
理
の
市
道
が
あ
り
、
各
道
路
管
理
者

が
機
械
除
雪
の
出
動
基
準
を
設
定
し
て

い
る
。
市
は
、
車
道
及
び
歩
道
の
積
雪

10
㎝
で
１
日
２
回
を
限
度
に
行
い
、
県

管
理
の
歩
道
は
、
積
雪
20
㎝
で
行
っ
て

い
る
。
歩
道
除
雪
は
、
除
雪
機
械
を
増

や
し
対
応
し
て
き
た
が
、
想
定
を
超
え

る
異
常
降
雪
に
追
い
つ
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
費
用
面
や
人
員
確
保
な
ど

課
題
が
多
い
。
市
は
、
費
用
面
の
支
援

や
制
度
の
充
実
を
国
県
に
要
望
し
た

り
、
除
雪
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
る
こ

と
で
、
冬
期
間
の
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
く
。
な
お
、
歩
道
除
雪
が

全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
通
学
路
が
あ
る

場
合
は
、
学
校
を
通
じ
市
へ
連
絡
を
お

願
い
す
る
。

問答

　今
年
度
、
電
車
を
利
用
す

る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
無
人

駅
が
多
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
夏
休
み

の
課
題
で
市
へ
の
要
望
や
課
題
を
調
査

し
た
際
、
高
齢
者
を
中
心
に
、
無
人
駅

で
不
便
を
感
じ
て
い
る
意
見
が
あ
っ

た
。Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
様
々
な
対

応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
市
で
は
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
今

後
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
あ
る
か
。

　市
で
は
、
様
々
な
分
野
で

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
し
、
既

に
一
部
の
業
務
で
手
書
き
の
申
請
書
を

自
動
で
デ
ー
タ
化
す
る
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
今
後
の
考
え
方
は
、
市

民
生
活
の
利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
、

業
務
の
省
力
化
を
目
指
し
、
議
員
提
案

の
内
容
も
参
考
に
、
多
方
面
へ
の
Ａ
Ｉ

導
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
、Ａ
Ｉ
に
限
っ

た
内
容
で
は
な
い
が
、
既
に
社
会
生
活

全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
計
画

と
し
て
﹁
Ｄ
Ｘ︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
推
進
方
針
﹂
を

策
定
し
包
括
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え
る

た
め
の
新
た
な
技
術
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

問答

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
や

工
事
を
今
よ
り
重
点
的
に
行

い
、
冬
場
の
歩
行
者
通
行
の
利
便
性
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

　②
観
光
立
地
の
観
点
か
ら
も
、
道
路

の
く
ぼ
み
や
盛
り
上
が
り
を
補
修
し
消

雪
水
の
流
路
を
確
保
し
、
水
た
ま
り
や

水
は
ね
を
解
消
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
経
年
劣

化
に
よ
り
水
の
出
が
悪
い
箇

所
や
、
場
所
に
よ
っ
て
は
地
下
水
が
少

な
く
、
降
雪
が
続
く
と
井
戸
が
枯
れ
、

水
が
出
な
く
な
る
箇
所
も
あ
る
。
老
朽

施
設
の
改
修
に
は
、
多
大
な
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
国
の
交
付
金
等
を
活

用
し
て
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　②
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
道
路
改
良
工
事
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
国
県
の
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
立
地
の
観
点

も
含
め
安
全
確
保
を
進
め
て
い
く
。

問答

冬
の
期
間
の
除
雪
に
つ
い
て

観
光
立
地
を
見
据
え
た
消
雪

パ
イ
プ
の
改
良
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

小､中､高､大学生キャストへのインタビュー
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10人が一般質問に登壇しました。中学生議会は、中学生が地方自治について学習する中で、市政や市議会を
より身近に感じてもらい、政治への関心を高めることを目的に開催しており、今年で８回目となります。生徒
の皆さんは、７月に行った事前授業を通じて夏休みから準備を始め、議会に臨みました。当日は、中学生なら
ではの視点で、魚沼市をより良くするための提言を市長や教育長に対して堂々と述べました。この体験が、郷
土愛の醸成につながることを期待します。

令和６年度
　　中学生議会を開催しました
令和６年度
　　中学生議会を開催しました

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

中学生の視点で
市政に提言

　私
た
ち
の
生
活
す
る
須
川

や
大
倉
沢
、
三
渕
沢
は
、
歩

道
の
除
雪
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多

く
、
小
学
生
も
徒
歩
で
登
下
校
し
て
お

り
、
車
道
を
歩
く
こ
と
は
車
が
近
く
を

走
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
あ
る
。
小
・

中
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
歩
道
の
除
雪
を
毎
日
し
て
ほ

し
い
。

　道
路
に
は
国
管
理
の
国
道
、

県
管
理
の
国
道
と
県
道
、
市

管
理
の
市
道
が
あ
り
、
各
道
路
管
理
者

が
機
械
除
雪
の
出
動
基
準
を
設
定
し
て

い
る
。
市
は
、
車
道
及
び
歩
道
の
積
雪

10
㎝
で
１
日
２
回
を
限
度
に
行
い
、
県

管
理
の
歩
道
は
、
積
雪
20
㎝
で
行
っ
て

い
る
。
歩
道
除
雪
は
、
除
雪
機
械
を
増

や
し
対
応
し
て
き
た
が
、
想
定
を
超
え

る
異
常
降
雪
に
追
い
つ
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
費
用
面
や
人
員
確
保
な
ど

課
題
が
多
い
。
市
は
、
費
用
面
の
支
援

や
制
度
の
充
実
を
国
県
に
要
望
し
た

り
、
除
雪
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
る
こ

と
で
、
冬
期
間
の
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
っ
て
い
く
。
な
お
、
歩
道
除
雪
が

全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
通
学
路
が
あ
る

場
合
は
、
学
校
を
通
じ
市
へ
連
絡
を
お

願
い
す
る
。

問答

　今
年
度
、
電
車
を
利
用
す

る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
無
人

駅
が
多
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
夏
休
み

の
課
題
で
市
へ
の
要
望
や
課
題
を
調
査

し
た
際
、
高
齢
者
を
中
心
に
、
無
人
駅

で
不
便
を
感
じ
て
い
る
意
見
が
あ
っ

た
。Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
様
々
な
対

応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
市
で
は
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
今

後
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
あ
る
か
。

　市
で
は
、
様
々
な
分
野
で

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
検
討
し
、
既

に
一
部
の
業
務
で
手
書
き
の
申
請
書
を

自
動
で
デ
ー
タ
化
す
る
な
ど
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。
今
後
の
考
え
方
は
、
市

民
生
活
の
利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
、

業
務
の
省
力
化
を
目
指
し
、
議
員
提
案

の
内
容
も
参
考
に
、
多
方
面
へ
の
Ａ
Ｉ

導
入
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
計
画
は
、Ａ
Ｉ
に
限
っ

た
内
容
で
は
な
い
が
、
既
に
社
会
生
活

全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
計
画

と
し
て
﹁
Ｄ
Ｘ︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
推
進
方
針
﹂
を

策
定
し
包
括
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え
る

た
め
の
新
た
な
技
術
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

問答

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
や

工
事
を
今
よ
り
重
点
的
に
行

い
、
冬
場
の
歩
行
者
通
行
の
利
便
性
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

　②
観
光
立
地
の
観
点
か
ら
も
、
道
路

の
く
ぼ
み
や
盛
り
上
が
り
を
補
修
し
消

雪
水
の
流
路
を
確
保
し
、
水
た
ま
り
や

水
は
ね
を
解
消
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　①
消
雪
パ
イ
プ
の
経
年
劣

化
に
よ
り
水
の
出
が
悪
い
箇

所
や
、
場
所
に
よ
っ
て
は
地
下
水
が
少

な
く
、
降
雪
が
続
く
と
井
戸
が
枯
れ
、

水
が
出
な
く
な
る
箇
所
も
あ
る
。
老
朽

施
設
の
改
修
に
は
、
多
大
な
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
国
の
交
付
金
等
を
活

用
し
て
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　②
安
全
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
道
路
改
良
工
事
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
国
県
の
補
助
制
度
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
観
光
立
地
の
観
点

も
含
め
安
全
確
保
を
進
め
て
い
く
。

問答

冬
の
期
間
の
除
雪
に
つ
い
て

観
光
立
地
を
見
据
え
た
消
雪

パ
イ
プ
の
改
良
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

魚
沼
北
中
学
校

坂
牧

　陽
斗 

議
員

さ
か
ま
き

は
る
と

井
口

　桃
杏 

議
員

い
ぐ
ち

も
も
あ

湯
之
谷
中
学
校

高
橋
咲
太
朗 

議
員

た
か
は
し

さ
く
た
ろ
う

広
神
中
学
校

小､中､高､大学生キャストへのインタビュー
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　地
域
活
性
の
た
め
に
は
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
今
年
度
、﹁
ラ
イ
ダ
ー

割
﹂
や
﹁
魚
沼
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
つ
焼
き
大
会
﹂、

﹁
ま
ん
ぷ
く
魚
沼
定
食
﹂
な
ど
様
々
な

取
組
が
行
わ
れ
、﹁
魚
沼
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
つ

焼
き
大
会
﹂
は
報
道
機
関
で
も
紹
介
さ

れ
た
。
今
後
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　今
年
は
、
市
制
施
行
20
周

年
や
魚
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
誕
生
に
合
わ
せ
様
々
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
首
都
圏

な
ど
に
出
向
き
魚
沼
市
を
全
国
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
人
か
ら
見
て
魚
沼
市
は

﹁
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
の
印
象
が
強
い
と
す

る
特
徴
を
生
か
し
、﹁
食
﹂
を
中
心
と

し
た
企
画
を
は
じ
め
、
魚
沼
市
固
有
の

観
光
資
源
で
あ
る
枝
折
峠
の
滝
雲
や
大

白
川
の
雪
流
れ
な
ど
と
特
産
品
や
飲
食

を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
誘
客
策
な
ど
の

取
組
を
推
進
し
た
い
。

問答

　私
た
ち
の
住
む
守
門
・
入

広
瀬
地
域
は
雪
の
多
い
地
域

で
あ
る
。
冬
の
間
、
雪
で
歩
道
が
埋
ま

る
な
ど
危
険
な
た
め
、
小
学
生
は
通
学

距
離
が
２
㎞
以
上
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
学

生
は
３
㎞
以
上
が
対
象
の
た
め
、
２
〜

３
㎞
未
満
の
生
徒
は
バ
ス
に
乗
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
冬
の
運
行
基
準
を
小
学
校
と
揃
え

て
ほ
し
い
。

　小
学
生
と
中
学
生
で
は
体

力
面
に
お
い
て
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
必
ず
し
も
同
じ
運
行
基
準
で

あ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
冬
期
は
、

夏
期
と
比
べ
歩
き
づ
ら
い
箇
所
も
あ
る

が
、
他
の
地
域
の
児
童
生
徒
も
同
様
の

状
況
で
通
学
し
て
い
る
た
め
、
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
、
近
年
は
気

候
変
動
に
よ
る
猛
暑
、
児
童
生
徒
数
の

減
少
、
ク
マ
等
の
出
没
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
距
離
基
準
や
公
共
交
通
と
の
併
用

な
ど
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
運
行
の

仕
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
計
画
で

あ
る
。

問答

　人
口
を
増
や
し
人
員
や
施

設
を
削
減
し
費
用
を
減
ら
す

た
め
、
南
魚
沼
市
と
の
合
併
は
ど
う
か
。

隣
接
す
る
自
治
体
で
あ
り
、
と
も
に
米

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
お
り
、
魚
野
川
沿

い
で
、
雪
が
多
く
降
る
と
い
う
共
通
す

る
地
域
性
も
あ
る
。
南
魚
沼
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
市
内
に
は
体
育
施
設
や
庁
舎
な

ど
複
数
あ
り
維
持
費
や
人
件
費
が
ム
ダ

に
か
か
っ
て
い
る
。
重
複
す
る
施
設
の

維
持
費
に
つ
い
て
、
今
後
施
設
の
統
合

も
含
め
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
ほ
し
い
。　自

治
体
同
士
の
合
併
は
、

行
政
効
率
化
の
問
題
以
上
に
、

市
民
の
間
で
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の
自

治
体
と
も
合
併
す
る
状
況
に
な
い
。
隣

接
す
る
自
治
体
の
施
設
と
重
複
す
る
施

設
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、

相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
進

め
、
利
用
が
低
迷
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
廃
止
・
統
合
や
共
同
設
置

な
ど
の
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

　市
が
中
心
と
な
り
ア
ー

ケ
ー
ド
な
ど
の
危
険
な
場
所

で
の
除
雪
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

　①
現
在
、
市
で
そ
の
よ
う
な
取
組
は

あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
そ
の
よ
う
な
取

組
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

　②
移
住
し
た
ば
か
り
で
除
雪
作
業
に

慣
れ
て
い
な
い
人
々
へ
の
支
援
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。　①

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対

す
る
除
雪
作
業
料
の
負
担
支

援
、
屋
根
除
雪
作
業
中
の
転
落
防
止
設

備
の
設
置
費
助
成
な
ど
、
除
雪
作
業
に

係
る
費
用
負
担
の
軽
減
や
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
財
政
負
担
の

軽
減
や
、
人
手
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る
﹁
支

え
合
い
﹂
、﹁
助
け
合
い
﹂
の
作
業
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
﹁
危
険

な
場
所
﹂
で
の
作
業
を
専
門
業
者
以
外

の
人
に
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
自
体

が
、
難
し
い
と
考
え
る
。

　②
移
住
を
考
え
る
人
か
ら
は
、
除
雪

作
業
に
慣
れ
て
も
ら
う
前
に
、
雪
の
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
冬
の
生
活

を
知
っ
て
も
ら
い
、
克
雪
・
利
雪
も
含

め
て
﹁
雪
に
親
し
む
﹂
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

問答

　少
子
高
齢
化
、
人
口
流
出

が
加
速
す
る
中
で
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
が
積
極
的
に
意
見
を
言

い
、
地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
学
校
生
活
で
も
、
小

学
生
や
高
校
生
と
か
か
わ
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
地
域
を
活
性
化
し

て
い
く
た
め
に
、
小
中
学
校
、
高
校
が

つ
な
が
る
機
会
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　市
で
は
全
て
の
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
各
校
の
学
校
運
営

協
議
会
に
、
小
中
学
生
の
声
を
直
接
聞

く
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
と
働

き
か
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
場
で
、
地

域
行
事
や
団
体
活
動
と
小
中
学
生
の
声

や
活
動
が
つ
な
が
り
、
高
校
生
か
ら
も

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
活
動
が
ふ

く
ら
ん
で
い
く
と
考
え
る
。
ま
た
、
高

校
生
を
リ
ー
ダ
ー
に
地
域
の
未
来
を
小

中
学
生
や
大
人
も
一
緒
に
、
話
し
合
う
よ

う
な
機
会
が
持
て
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問答

　①
市
で
は
英
語
検
定
料
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
、
何
人
を
対
象
に
、
補
助
が
行

わ
れ
た
か
。

　②
医
療
介
護
分
野
の
人
材
確
保
が
課

題
と
聞
い
て
い
る
。
医
療
介
護
職
は
、

大
学
や
専
門
学
校
で
学
ぶ
必
要
が
あ

り
、
小
中
学
生
が
医
療
介
護
の
仕
事
に

就
け
ば
、
そ
の
ま
ま
魚
沼
市
に
定
住
す

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
小
中

学
生
の
学
力
向
上
が
必
要
だ
と
思
う
。

　①
年
間
１
人
２
回
ま
で
の

英
語
検
定
料
を
補
助
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
は
中
学
生
で
延
べ
１

８
５
人
、
小
学
生
で
延
べ
29
人
の
計
２

１
４
人
に
補
助
を
行
っ
た
。

　②
ま
ち
の
仕
事
発
見
塾
や
職
場
体
験

等
で
学
習
意
欲
を
高
め
る
取
組
を
進
め

る
こ
と
や
、
求
め
ら
れ
る
学
力
の
向
上

に
向
け
、
分
か
る
授
業
、
楽
し
い
授
業

を
目
指
し
、
先
生
方
の
研
修
の
充
実
を

図
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。
子
ど

も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
と
な
る
よ
う
、
そ
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　①
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

直
販
サ
イ
ト
の
運
営
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
活
用

な
ど
、
販
売
方
法
を
見
直
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　②
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
知
名
度
を

生
か
し
、
﹁
食
﹂
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で

魚
沼
へ
の
観
光
を
促
進
し
、
農
業
後
継

者
の
育
成
や
若
手
農
家
の
支
援
事
業
に

つ
な
げ
な
い
か
。

　①
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄

付
者
の
９
割
以
上
が
返
礼
品

に
魚
沼
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
選
ん
で
い

る
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

農
家
収
入
の
増
加
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
、
魚
沼
市
産
農
産
物
の

広
告
、
宣
伝
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

　②
米
を
は
じ
め
農
林
畜
水
産
物
な
ど

全
国
に
自
慢
で
き
る
美
味
し
い
物
を
Ｐ

Ｒ
し
、
魚
沼
イ
ン
タ
ー
を
玄
関
口
に
観

光
誘
客
や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
高
く
て
も
買
い
た
い
と
思
う
流

れ
を
つ
く
る
こ
と
が
、
農
業
収
入
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
農
業
後
継
者
の
育
成

や
若
手
農
家
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
。

問答

　魚沼市の状況や市の取組を事前によく調べ、高齢者など様々な

立場から考えられていて、地域づくりなど自分が行動したからこ

そ分かる意見もあった。また、若者らしい大胆なアイデアや自ら

の将来と結んだ意見もあり、魚沼市を大切に思う心が伝わってき

た。再質問や再々質問も多く、議論する姿勢や力も伸び大変頼も

しく感じた。市の課題は、こうすれば解決できるという絶対的な

答えはなく、そのときの状況に応じ合意できた最適解を、様々な

考え方を持つ人たちと協働的に粘り強く取り組むことが必要とな

る。多面的な観点からどのように考えるのか問い続けていく力が

これからますます大事になる。皆さんが進む道において探求し続

ける姿勢を持ち、様々な実体験を通し世界を広げていってほしい。

小出中学校 小出中学校

後藤龍太郎 議長

ごとう りゅうたろう

緊張感が漂う議場で、
堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を務めたのはこのお二人です。

参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

櫻井　季穂 議長

さくらい き　ほ

除
雪
作
業
の
支
援
に
つ
い
て

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
付
加
価
値

の
一
層
の
向
上
と
若
手
営
農
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

小
中
高
が
連
携
し
た

　
　
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

小
中
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

魚
沼
市
の
交
流
人
口
増
加

　
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

冬
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
　
　
　
運
行
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で
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　地
域
活
性
の
た
め
に
は
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
今
年
度
、﹁
ラ
イ
ダ
ー

割
﹂
や
﹁
魚
沼
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
つ
焼
き
大
会
﹂、

﹁
ま
ん
ぷ
く
魚
沼
定
食
﹂
な
ど
様
々
な

取
組
が
行
わ
れ
、﹁
魚
沼
Ｂ
Ｂ
Ｑ
も
つ

焼
き
大
会
﹂
は
報
道
機
関
で
も
紹
介
さ

れ
た
。
今
後
、
交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　今
年
は
、
市
制
施
行
20
周

年
や
魚
沼
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
誕
生
に
合
わ
せ
様
々
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
首
都
圏

な
ど
に
出
向
き
魚
沼
市
を
全
国
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
人
か
ら
見
て
魚
沼
市
は

﹁
コ
シ
ヒ
カ
リ
﹂
の
印
象
が
強
い
と
す

る
特
徴
を
生
か
し
、﹁
食
﹂
を
中
心
と

し
た
企
画
を
は
じ
め
、
魚
沼
市
固
有
の

観
光
資
源
で
あ
る
枝
折
峠
の
滝
雲
や
大

白
川
の
雪
流
れ
な
ど
と
特
産
品
や
飲
食

を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
誘
客
策
な
ど
の

取
組
を
推
進
し
た
い
。

問答

　私
た
ち
の
住
む
守
門
・
入

広
瀬
地
域
は
雪
の
多
い
地
域

で
あ
る
。
冬
の
間
、
雪
で
歩
道
が
埋
ま

る
な
ど
危
険
な
た
め
、
小
学
生
は
通
学

距
離
が
２
㎞
以
上
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
学

生
は
３
㎞
以
上
が
対
象
の
た
め
、
２
〜

３
㎞
未
満
の
生
徒
は
バ
ス
に
乗
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
冬
の
運
行
基
準
を
小
学
校
と
揃
え

て
ほ
し
い
。

　小
学
生
と
中
学
生
で
は
体

力
面
に
お
い
て
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
必
ず
し
も
同
じ
運
行
基
準
で

あ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
冬
期
は
、

夏
期
と
比
べ
歩
き
づ
ら
い
箇
所
も
あ
る

が
、
他
の
地
域
の
児
童
生
徒
も
同
様
の

状
況
で
通
学
し
て
い
る
た
め
、
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
、
近
年
は
気

候
変
動
に
よ
る
猛
暑
、
児
童
生
徒
数
の

減
少
、
ク
マ
等
の
出
没
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
距
離
基
準
や
公
共
交
通
と
の
併
用

な
ど
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
運
行
の

仕
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
計
画
で

あ
る
。

問答

　人
口
を
増
や
し
人
員
や
施

設
を
削
減
し
費
用
を
減
ら
す

た
め
、
南
魚
沼
市
と
の
合
併
は
ど
う
か
。

隣
接
す
る
自
治
体
で
あ
り
、
と
も
に
米

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
お
り
、
魚
野
川
沿

い
で
、
雪
が
多
く
降
る
と
い
う
共
通
す

る
地
域
性
も
あ
る
。
南
魚
沼
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
市
内
に
は
体
育
施
設
や
庁
舎
な

ど
複
数
あ
り
維
持
費
や
人
件
費
が
ム
ダ

に
か
か
っ
て
い
る
。
重
複
す
る
施
設
の

維
持
費
に
つ
い
て
、
今
後
施
設
の
統
合

も
含
め
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
ほ
し
い
。　自

治
体
同
士
の
合
併
は
、

行
政
効
率
化
の
問
題
以
上
に
、

市
民
の
間
で
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の
自

治
体
と
も
合
併
す
る
状
況
に
な
い
。
隣

接
す
る
自
治
体
の
施
設
と
重
複
す
る
施

設
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、

相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
進

め
、
利
用
が
低
迷
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
廃
止
・
統
合
や
共
同
設
置

な
ど
の
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

　市
が
中
心
と
な
り
ア
ー

ケ
ー
ド
な
ど
の
危
険
な
場
所

で
の
除
雪
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

　①
現
在
、
市
で
そ
の
よ
う
な
取
組
は

あ
る
か
。
ま
た
、
今
後
そ
の
よ
う
な
取

組
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

　②
移
住
し
た
ば
か
り
で
除
雪
作
業
に

慣
れ
て
い
な
い
人
々
へ
の
支
援
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。　①

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対

す
る
除
雪
作
業
料
の
負
担
支

援
、
屋
根
除
雪
作
業
中
の
転
落
防
止
設

備
の
設
置
費
助
成
な
ど
、
除
雪
作
業
に

係
る
費
用
負
担
の
軽
減
や
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
財
政
負
担
の

軽
減
や
、
人
手
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
け
る
﹁
支

え
合
い
﹂
、﹁
助
け
合
い
﹂
の
作
業
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
﹁
危
険

な
場
所
﹂
で
の
作
業
を
専
門
業
者
以
外

の
人
に
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
自
体

が
、
難
し
い
と
考
え
る
。

　②
移
住
を
考
え
る
人
か
ら
は
、
除
雪

作
業
に
慣
れ
て
も
ら
う
前
に
、
雪
の
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
冬
の
生
活

を
知
っ
て
も
ら
い
、
克
雪
・
利
雪
も
含

め
て
﹁
雪
に
親
し
む
﹂
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

問答

　少
子
高
齢
化
、
人
口
流
出

が
加
速
す
る
中
で
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
が
積
極
的
に
意
見
を
言

い
、
地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
学
校
生
活
で
も
、
小

学
生
や
高
校
生
と
か
か
わ
る
機
会
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
地
域
を
活
性
化
し

て
い
く
た
め
に
、
小
中
学
校
、
高
校
が

つ
な
が
る
機
会
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　市
で
は
全
て
の
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
各
校
の
学
校
運
営

協
議
会
に
、
小
中
学
生
の
声
を
直
接
聞

く
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
と
働

き
か
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
場
で
、
地

域
行
事
や
団
体
活
動
と
小
中
学
生
の
声

や
活
動
が
つ
な
が
り
、
高
校
生
か
ら
も

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
活
動
が
ふ

く
ら
ん
で
い
く
と
考
え
る
。
ま
た
、
高

校
生
を
リ
ー
ダ
ー
に
地
域
の
未
来
を
小

中
学
生
や
大
人
も
一
緒
に
、
話
し
合
う
よ

う
な
機
会
が
持
て
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問答

　①
市
で
は
英
語
検
定
料
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
、
何
人
を
対
象
に
、
補
助
が
行

わ
れ
た
か
。

　②
医
療
介
護
分
野
の
人
材
確
保
が
課

題
と
聞
い
て
い
る
。
医
療
介
護
職
は
、

大
学
や
専
門
学
校
で
学
ぶ
必
要
が
あ

り
、
小
中
学
生
が
医
療
介
護
の
仕
事
に

就
け
ば
、
そ
の
ま
ま
魚
沼
市
に
定
住
す

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
小
中

学
生
の
学
力
向
上
が
必
要
だ
と
思
う
。

　①
年
間
１
人
２
回
ま
で
の

英
語
検
定
料
を
補
助
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
は
中
学
生
で
延
べ
１

８
５
人
、
小
学
生
で
延
べ
29
人
の
計
２

１
４
人
に
補
助
を
行
っ
た
。

　②
ま
ち
の
仕
事
発
見
塾
や
職
場
体
験

等
で
学
習
意
欲
を
高
め
る
取
組
を
進
め

る
こ
と
や
、
求
め
ら
れ
る
学
力
の
向
上

に
向
け
、
分
か
る
授
業
、
楽
し
い
授
業

を
目
指
し
、
先
生
方
の
研
修
の
充
実
を

図
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。
子
ど

も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
り
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
と
な
る
よ
う
、
そ
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　①
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

直
販
サ
イ
ト
の
運
営
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
活
用

な
ど
、
販
売
方
法
を
見
直
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　②
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
知
名
度
を

生
か
し
、
﹁
食
﹂
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で

魚
沼
へ
の
観
光
を
促
進
し
、
農
業
後
継

者
の
育
成
や
若
手
農
家
の
支
援
事
業
に

つ
な
げ
な
い
か
。

　①
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄

付
者
の
９
割
以
上
が
返
礼
品

に
魚
沼
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
選
ん
で
い

る
。
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

農
家
収
入
の
増
加
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
、
魚
沼
市
産
農
産
物
の

広
告
、
宣
伝
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

　②
米
を
は
じ
め
農
林
畜
水
産
物
な
ど

全
国
に
自
慢
で
き
る
美
味
し
い
物
を
Ｐ

Ｒ
し
、
魚
沼
イ
ン
タ
ー
を
玄
関
口
に
観

光
誘
客
や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
高
く
て
も
買
い
た
い
と
思
う
流

れ
を
つ
く
る
こ
と
が
、
農
業
収
入
の
増

加
に
つ
な
が
り
、
農
業
後
継
者
の
育
成

や
若
手
農
家
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
。

問答

　魚沼市の状況や市の取組を事前によく調べ、高齢者など様々な

立場から考えられていて、地域づくりなど自分が行動したからこ

そ分かる意見もあった。また、若者らしい大胆なアイデアや自ら

の将来と結んだ意見もあり、魚沼市を大切に思う心が伝わってき

た。再質問や再々質問も多く、議論する姿勢や力も伸び大変頼も

しく感じた。市の課題は、こうすれば解決できるという絶対的な

答えはなく、そのときの状況に応じ合意できた最適解を、様々な

考え方を持つ人たちと協働的に粘り強く取り組むことが必要とな

る。多面的な観点からどのように考えるのか問い続けていく力が

これからますます大事になる。皆さんが進む道において探求し続

ける姿勢を持ち、様々な実体験を通し世界を広げていってほしい。

小出中学校 小出中学校

後藤龍太郎 議長

ごとう りゅうたろう

緊張感が漂う議場で、
堂々と議事進行をしてくれました。
議長役を務めたのはこのお二人です。

参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！
参加いただいた皆さん、
　　　大変お疲れ様でした！

樋口教育長からの講評

櫻井　季穂 議長

さくらい き　ほ

除
雪
作
業
の
支
援
に
つ
い
て

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で

小
林

　千
晴 

議
員

こ
ば
や
し

ち
は
る

小
出
中
学
校

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
付
加
価
値

の
一
層
の
向
上
と
若
手
営
農
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

星

　日
那
太 

議
員

ほ
し

ひ
な
た

湯
之
谷
中
学
校

小
中
高
が
連
携
し
た

　
　
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

関

　
　優
希 

議
員

せ
き

ゆ
う
き

小
出
中
学
校

小
中
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て

豊
島

　六
花 

議
員

と
よ
し
ま

り
っ
か

堀
之
内
中
学
校

魚
沼
市
の
交
流
人
口
増
加

　
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

冬
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
　
　
　
運
行
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

堀
之
内
中
学
校

磯
部

　希
夢 

議
員

い
そ
べ

か
な
め

魚
沼
北
中
学
校

榎
本

　修
也 

議
員

え
の
も
と

し
ゅ
う
や

広
神
中
学
校

山
本

　
　楓 

議
員

や
ま
も
と

か
え
で
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11
月
18
日
・
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
２
８
号
〜
１
３
４
号
・
１
５
１
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
魚
沼
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
廃

止
に
伴
う
加
入
者
の
解
約
手
続
き
の
状
況

︵
支
援
金
支
給
状
況
︶
に
つ
い
て

②
　
下
島
地
内
市
貸
付
土
地
明
け
渡
し
訴

訟
の
提
起
に
つ
い
て

　執
行
部
よ
り
第
４
回
定
例
会
に
提
案
予

定
の
案
件
と
し
て
報
告
を
受
け
た
。
質
疑

等
は
正
式
に
提
案
後
、
委
員
会
に
お
い
て

行
う
こ
と
と
し
た
。

③
　
第
６
期
︵
後
期
︶
総
務
委
員
会
の
課

題
に
つ
い
て

　取
り
組
ん
だ
調
査
状
況
を
ま
と
め
委
員

に
配
布
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
き
ま
と
め

作
業
に
取
り
か
か
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
そ
の
他

①
　
今
泉
地
内
特
定
空
き
家
に
係
る
事
務

の
進
　
状
況
に
つ
い
て

②
　
魚
沼
市
長
期
継
続
と
す
る
契
約
を
定

め
る
条
例
の
改
正
に
向
け
た
考
え
方
に
つ

い
て

問

　長
期
契
約
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間

を
指
す
か
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
事
例
は

あ
る
か
。

答

　通
常
単
年
度
主
義
制
で
４
月
１
日
以

降
起
案
、
入
札
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
等
４

月
１
日
か
ら
業
務
が
行
え
る
よ
う
３
月
中

に
手
続
き
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
長
期
契
約
が
必
要
と
な
る
。
一

概
に
２
年
、
３
年
と
決
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
業
務
内
容
に
よ
る
。
全
て
の
自
治

体
が
長
期
契
約
制
度
を
利
用
し
て
対
応
し

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

③
　
建
築
設
計
業
務
の
発
注
に
係
る
地
域

要
件
の
考
え
方
に
つ
い
て

④
　
本
庁
舎
脇
県
教
員
住
宅
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

問

　P
F
I
手
法
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る
と
い
う
説
明

だ
が
、
活
用
方
法
に
よ
っ
て
は
高
上
が
り

と
な
る
。
総
合
的
な
経
費
は
ど
う
か
。

答

　庁
舎
が
狭
く
会
議
室
な
ど
も
不
足
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
用
途
に
利
用
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。
維
持
管
理
費
用
に
つ
い
て

経
費
を
か
け
な
い
と
い
う
意
味
で
も

P
F
I
手
法
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
　
魚
沼
市
消
防
団
﹁
機
能
別
消
防
団
﹂

の
制
度
概
要
に
つ
い
て

問

　現
場
で
の
活
動
の
際
に
機
能
別
消
防

団
員
し
か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
。
ポ
ン
プ
操
作
の
訓
練
等
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
大
小
の
班
が
あ
る
中

で
、
一
律
５
名
で
よ
い
か
。

答

　基
本
的
に
は
消
防
団
員
経
験
者
と

な
っ
て
い
る
が
団
長
の
判
断
で
訓
練
が
必

要
な
場
面
も
出
て
く
る
。
一
律
５
名
は
、

団
会
議
で
決
定
し
て
い
る
。

⑥
　
消
防
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

⑦
　
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

問

　金
額
を
上
げ
て
い
く
方
向
か
。

答

　緊
急
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

災
害
現
場
で
活
動
し
た
場
合
に
１
件
２
０

０
円
の
手
当
が
つ
い
て
い
た
が
、
国
で
は

一
日
あ
た
り
２
，
０
０
０
円
程
度
の
災
害

手
当
と
な
っ
て
い
る
。整
合
性
を
図
り
た
い
。

⑧
　
﹁
魚
沼
市
財
務
規
則
﹂
一
部
改
正
の

概
要
に
つ
い
て

問

　「災
害
応
急
対
策
等
に
関
す
る
工
事

に
お
け
る
損
害
は
発
注
者
が
損
害
合
計
額

を
負
担
す
る
」
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
ど

う
か
。

答

　公
共
的
な
災
害
復
旧
作
業
中
に
大
雨

等
に
よ
る
二
次
災
害
が
発
生
し
、
請
負
者

に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
発
注
者
側
で
あ

る
市
が
損
害
賠
償
を
行
う
形
と
な
る
。

⑨
　
入
広
瀬
分
室
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

化
に
つ
い
て

⑩
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
移
転
に
つ
い
て

⑪
　
市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　総
務
委
員
会
あ
て
調
査
依
頼
の
あ
っ
た

意
見
に
つ
い
て
、
重
要
性
も
含
め
総
務
委

員
会
で
調
査
検
討
を
行
う
こ
と
で
決
定
し
た
。

⑫
　
そ
の
他

●
越
後
須
原
駅
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

●
今
泉
地
内
特
定
空
き
家
に
係
る
事
務
の

進
　
状
況
に
つ
い
て

　
①
〜
⑫
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４
　
現
地
調
査

●
消
防
庁
舎
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
予
定
地

●
防
災
備
蓄
庫

　視
察
後
委
員
会
室
に
て
委
員
か
ら
意
見

感
想
を
発
表
し
て
も
ら
い
、総
括
と
し
た
。

11
月
20
日
・
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
２
号

﹁
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
﹂

実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
、
長
時

間
労
働
是
正
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願

問

　全
国
的
に
は
ど
の
よ
う
な
動
き
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　全
国
で
取
組
を
し
て
い
る
。
小
千
谷

市
議
会
・
南
魚
沼
市
議
会
・
湯
沢
町
議
会
・

十
日
町
市
議
会
も
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
。

※

賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

議
案
第
１
３
５
号

魚
沼
市
税
条
例
に
つ
い
て

問

　県
内
自
治
体
や
全
国
的
に
一
斉
に
実

施
す
る
の
か
。

答

　県
内
20
市
の
う
ち
本
市
と
糸
魚
川
市

以
外
は
既
に
４
市
で
行
っ
て
い
る
。

議
案
第
１
３
７
号

魚
沼
市
保
育
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　ひ
が
し
保
育
園
の
貴
重
な
資
料
な
ど

の
管
理
は
今
後
ど
う
扱
う
の
か
。

答

　佐
梨
保
育
園
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
進

め
て
い
る
。

議
案
第
１
３
８
号

魚
沼
市
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
奨
学
金
貸
与

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　今
回
か
ら
誰
で
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
、人
数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

答

　２
倍
の
10
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
１
３
５
号
〜
１
４
２
号
・
１
４
４

号
〜
１
４
８
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
地
区
再
編

に
つ
い
て

　次
年
度
の
一
斉
改
選
に
向
け
て
県
か
ら

１
１
３
名
を
１
０
９
名
に
減
ら
す
提
案
を

受
け
た
が
、
魚
沼
市
案
で
は
１
１
１
名
で

検
討
し
て
い
る
。

問

　範
囲
が
広
が
る
こ
と
は
、
担
当
範
囲

が
増
え
、
民
生
委
員
の
負
担
が
増
加
す
る

が
ど
う
か
。

答

　不
在
地
区
を
回
避
す
る
こ
と
で
の
提

案
で
あ
る
。

②
　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

に
つ
い
て

　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の

運
行
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、「
湯
之
谷
・

守
門
地
域
に
お
け
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

問

　稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
財

政
負
担
は
ど
う
か
。

答

　当
初
予
算
で
の
見
込
み
の
稼
働
率
と

非
常
に
大
き
く
差
が
出
る
財
政
規
模
に

な
っ
て
い
る
。

③
　
第
三
期 

魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
︵
素
案
︶
に
つ
い
て

④
　
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　令
和
７
年
２
月
28
日
履
行
期
限
の
契
約

で
実
施
し
て
い
る
。
全
体
の
整
理
を
行
っ

た
結
果
、
30
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
な
る
。

３
　
そ
の
他

①
　
12
月
補
正
関
係
に
つ
い
て
︵
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
費
補
助
・
新
ご
み
処
理
施
設

生
活
環
境
影
響
調
査
業
務
委
託
︶

②
　
定
期
予
防
接
種
の
助
成
範
囲
拡
大
等

に
つ
い
て

③
　
守
門
診
療
所
テ
ナ
ン
ト
室
に
つ
い
て

現
時
点
で
、
開
院
に
向
け
た
改
修
と
保
健

所
等
へ
の
手
続
き
を
し
、
開
業
の
予
定
は

１
月
初
旬
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
　
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
漏

れ
に
つ
い
て

⑤
　
地
域
支
援
事
業
交
付
金
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

⑥
　
魚
沼
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
什
器
類

購
入
契
約
に
つ
い
て

⑦
　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　実
証
運
行
が
２
月
３
日
か
ら
運
行
開
始

で
あ
る
。
ア
プ
リ
を
操
作
し
な
が
ら
の
説

明
会
も
検
討
し
て
い
る
。

⑧
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑨
　
小
出
小
学
校
の
状
況
に
つ
い
て

⑩
　
市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
①
〜
⑩
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４
　
現
地
調
査

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
美
雪
園

　人
手
不
足
、
人
材
確
保
が
一
番
の
課
題

で
あ
る
が
、
市
の
取
組
に
つ
い
て
、
評
価

す
る
声
も
あ
っ
た
。
外
国
人
人
材
の
受
入

れ
も
行
っ
て
お
り
、
渡
航
費
用
、
住
宅
費

等
の
事
業
者
へ
の
財
政
負
担
が
大
き
い
こ

と
を
理
解
し
た
。
国
の
制
度
的
な
問
題
が

大
き
い
が
、
我
々
も
検
討
し
な
が
ら
高
齢

者
福
祉
の
た
め
、
制
度
を
改
革
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
報
告

美雪園現地調査 消防庁舎ヘリポート建設予定地
現地調査



1617 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

11
月
18
日
・
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

議
案
第
１
２
８
号
〜
１
３
４
号
・
１
５
１
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
魚
沼
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
廃

止
に
伴
う
加
入
者
の
解
約
手
続
き
の
状
況

︵
支
援
金
支
給
状
況
︶
に
つ
い
て

②
　
下
島
地
内
市
貸
付
土
地
明
け
渡
し
訴

訟
の
提
起
に
つ
い
て

　執
行
部
よ
り
第
４
回
定
例
会
に
提
案
予

定
の
案
件
と
し
て
報
告
を
受
け
た
。
質
疑

等
は
正
式
に
提
案
後
、
委
員
会
に
お
い
て

行
う
こ
と
と
し
た
。

③
　
第
６
期
︵
後
期
︶
総
務
委
員
会
の
課

題
に
つ
い
て

　取
り
組
ん
だ
調
査
状
況
を
ま
と
め
委
員

に
配
布
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
き
ま
と
め

作
業
に
取
り
か
か
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
そ
の
他

①
　
今
泉
地
内
特
定
空
き
家
に
係
る
事
務

の
進
　
状
況
に
つ
い
て

②
　
魚
沼
市
長
期
継
続
と
す
る
契
約
を
定

め
る
条
例
の
改
正
に
向
け
た
考
え
方
に
つ

い
て

問

　長
期
契
約
と
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間

を
指
す
か
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
事
例
は

あ
る
か
。

答

　通
常
単
年
度
主
義
制
で
４
月
１
日
以

降
起
案
、
入
札
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
等
４

月
１
日
か
ら
業
務
が
行
え
る
よ
う
３
月
中

に
手
続
き
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
長
期
契
約
が
必
要
と
な
る
。
一

概
に
２
年
、
３
年
と
決
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
業
務
内
容
に
よ
る
。
全
て
の
自
治

体
が
長
期
契
約
制
度
を
利
用
し
て
対
応
し

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

③
　
建
築
設
計
業
務
の
発
注
に
係
る
地
域

要
件
の
考
え
方
に
つ
い
て

④
　
本
庁
舎
脇
県
教
員
住
宅
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

問

　P
F
I
手
法
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る
と
い
う
説
明

だ
が
、
活
用
方
法
に
よ
っ
て
は
高
上
が
り

と
な
る
。
総
合
的
な
経
費
は
ど
う
か
。

答

　庁
舎
が
狭
く
会
議
室
な
ど
も
不
足
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
用
途
に
利
用
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。
維
持
管
理
費
用
に
つ
い
て

経
費
を
か
け
な
い
と
い
う
意
味
で
も

P
F
I
手
法
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
　
魚
沼
市
消
防
団
﹁
機
能
別
消
防
団
﹂

の
制
度
概
要
に
つ
い
て

問

　現
場
で
の
活
動
の
際
に
機
能
別
消
防

団
員
し
か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
。
ポ
ン
プ
操
作
の
訓
練
等
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
大
小
の
班
が
あ
る
中

で
、
一
律
５
名
で
よ
い
か
。

答

　基
本
的
に
は
消
防
団
員
経
験
者
と

な
っ
て
い
る
が
団
長
の
判
断
で
訓
練
が
必

要
な
場
面
も
出
て
く
る
。
一
律
５
名
は
、

団
会
議
で
決
定
し
て
い
る
。

⑥
　
消
防
職
員
の
定
数
に
つ
い
て

⑦
　
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

問

　金
額
を
上
げ
て
い
く
方
向
か
。

答

　緊
急
援
助
隊
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

災
害
現
場
で
活
動
し
た
場
合
に
１
件
２
０

０
円
の
手
当
が
つ
い
て
い
た
が
、
国
で
は

一
日
あ
た
り
２
，
０
０
０
円
程
度
の
災
害

手
当
と
な
っ
て
い
る
。整
合
性
を
図
り
た
い
。

⑧
　
﹁
魚
沼
市
財
務
規
則
﹂
一
部
改
正
の

概
要
に
つ
い
て

問

　「災
害
応
急
対
策
等
に
関
す
る
工
事

に
お
け
る
損
害
は
発
注
者
が
損
害
合
計
額

を
負
担
す
る
」
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
ど

う
か
。

答

　公
共
的
な
災
害
復
旧
作
業
中
に
大
雨

等
に
よ
る
二
次
災
害
が
発
生
し
、
請
負
者

に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
発
注
者
側
で
あ

る
市
が
損
害
賠
償
を
行
う
形
と
な
る
。

⑨
　
入
広
瀬
分
室
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

化
に
つ
い
て

⑩
　
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
移
転
に
つ
い
て

⑪
　
市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　総
務
委
員
会
あ
て
調
査
依
頼
の
あ
っ
た

意
見
に
つ
い
て
、
重
要
性
も
含
め
総
務
委

員
会
で
調
査
検
討
を
行
う
こ
と
で
決
定
し
た
。

⑫
　
そ
の
他

●
越
後
須
原
駅
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

●
今
泉
地
内
特
定
空
き
家
に
係
る
事
務
の

進
　
状
況
に
つ
い
て

　
①
〜
⑫
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４
　
現
地
調
査

●
消
防
庁
舎
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
予
定
地

●
防
災
備
蓄
庫

　視
察
後
委
員
会
室
に
て
委
員
か
ら
意
見

感
想
を
発
表
し
て
も
ら
い
、総
括
と
し
た
。

11
月
20
日
・
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
２
号

﹁
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
め
ざ
す
﹂

実
効
性
あ
る
学
校
の
働
き
方
改
革
、
長
時

間
労
働
是
正
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願

問

　全
国
的
に
は
ど
の
よ
う
な
動
き
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　全
国
で
取
組
を
し
て
い
る
。
小
千
谷

市
議
会
・
南
魚
沼
市
議
会
・
湯
沢
町
議
会
・

十
日
町
市
議
会
も
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
。

※

賛
成
多
数
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

議
案
第
１
３
５
号

魚
沼
市
税
条
例
に
つ
い
て

問

　県
内
自
治
体
や
全
国
的
に
一
斉
に
実

施
す
る
の
か
。

答

　県
内
20
市
の
う
ち
本
市
と
糸
魚
川
市

以
外
は
既
に
４
市
で
行
っ
て
い
る
。

議
案
第
１
３
７
号

魚
沼
市
保
育
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　ひ
が
し
保
育
園
の
貴
重
な
資
料
な
ど

の
管
理
は
今
後
ど
う
扱
う
の
か
。

答

　佐
梨
保
育
園
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
進

め
て
い
る
。

議
案
第
１
３
８
号

魚
沼
市
ふ
る
さ
と
回
帰
育
英
奨
学
金
貸
与

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問

　今
回
か
ら
誰
で
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
、人
数
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

答

　２
倍
の
10
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
１
３
５
号
〜
１
４
２
号
・
１
４
４

号
〜
１
４
８
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２
　
調
査
事
件

①
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
地
区
再
編

に
つ
い
て

　次
年
度
の
一
斉
改
選
に
向
け
て
県
か
ら

１
１
３
名
を
１
０
９
名
に
減
ら
す
提
案
を

受
け
た
が
、
魚
沼
市
案
で
は
１
１
１
名
で

検
討
し
て
い
る
。

問

　範
囲
が
広
が
る
こ
と
は
、
担
当
範
囲

が
増
え
、
民
生
委
員
の
負
担
が
増
加
す
る

が
ど
う
か
。

答

　不
在
地
区
を
回
避
す
る
こ
と
で
の
提

案
で
あ
る
。

②
　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

に
つ
い
て

　Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の

運
行
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、「
湯
之
谷
・

守
門
地
域
に
お
け
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

問

　稼
働
率
が
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
財

政
負
担
は
ど
う
か
。

答

　当
初
予
算
で
の
見
込
み
の
稼
働
率
と

非
常
に
大
き
く
差
が
出
る
財
政
規
模
に

な
っ
て
い
る
。

③
　
第
三
期 

魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
︵
素
案
︶
に
つ
い
て

④
　
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体
撤
去

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　令
和
７
年
２
月
28
日
履
行
期
限
の
契
約

で
実
施
し
て
い
る
。
全
体
の
整
理
を
行
っ

た
結
果
、
30
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
な
る
。

３
　
そ
の
他

①
　
12
月
補
正
関
係
に
つ
い
て
︵
乗
合
タ

ク
シ
ー
運
行
費
補
助
・
新
ご
み
処
理
施
設

生
活
環
境
影
響
調
査
業
務
委
託
︶

②
　
定
期
予
防
接
種
の
助
成
範
囲
拡
大
等

に
つ
い
て

③
　
守
門
診
療
所
テ
ナ
ン
ト
室
に
つ
い
て

現
時
点
で
、
開
院
に
向
け
た
改
修
と
保
健

所
等
へ
の
手
続
き
を
し
、
開
業
の
予
定
は

１
月
初
旬
と
の
こ
と
で
あ
る
。

④
　
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
漏

れ
に
つ
い
て

⑤
　
地
域
支
援
事
業
交
付
金
に
係
る
消
費

税
に
つ
い
て

⑥
　
魚
沼
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
什
器
類

購
入
契
約
に
つ
い
て

⑦
　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　実
証
運
行
が
２
月
３
日
か
ら
運
行
開
始

で
あ
る
。
ア
プ
リ
を
操
作
し
な
が
ら
の
説

明
会
も
検
討
し
て
い
る
。

⑧
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑨
　
小
出
小
学
校
の
状
況
に
つ
い
て

⑩
　
市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
①
〜
⑩
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

４
　
現
地
調
査

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
美
雪
園

　人
手
不
足
、
人
材
確
保
が
一
番
の
課
題

で
あ
る
が
、
市
の
取
組
に
つ
い
て
、
評
価

す
る
声
も
あ
っ
た
。
外
国
人
人
材
の
受
入

れ
も
行
っ
て
お
り
、
渡
航
費
用
、
住
宅
費

等
の
事
業
者
へ
の
財
政
負
担
が
大
き
い
こ

と
を
理
解
し
た
。
国
の
制
度
的
な
問
題
が

大
き
い
が
、
我
々
も
検
討
し
な
が
ら
高
齢

者
福
祉
の
た
め
、
制
度
を
改
革
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

福
祉
文
教
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
報
告

美雪園現地調査 消防庁舎ヘリポート建設予定地
現地調査



1819 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

11
月
26
日
・
11
月
28
日
・
12
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
４
９
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
福
山
峠

緑
の
ふ
る
さ
と
広
場
︶

議
案
第
１
５
０
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
寿
和
温
泉
︶

問

　委
託
契
約
か
ら
指
定
管
理
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
か
。

答

　今
後
は
施
設
の
使
用
料
は
指
定
管
理

者
の
歳
入
と
な
る
。
そ
れ
を
原
資
と
し
て

事
業
展
開
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異

な
る
の
で
、そ
の
部
分
（
サ
ー
ビ
ス
向
上
）

を
指
定
管
理
者
に
期
待
し
て
い
る
。

議
案
第
１
５
２
号

字
の
変
更
に
つ
い
て
︵
大
和
沢
地
区
︶

議
案
第
１
５
３
号

字
の
変
更
に
つ
い
て
︵
和
田
・
横
瀬
地
区
︶

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　令
和
６
年
産
米
の
状
況
に
つ
い
て

　Ｊ
Ａ
魚
沼
が
検
査
し
た
魚
沼
市
の
生
産

者
分
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
比
率
は
、

81
・
５
％
、
２
等
が
16
・
６
％
、
３
等
が
１
・

２
％
、
規
格
外
が
０
・
７
％
で
あ
る
。Ｊ

Ａ
魚
沼
の
魚
沼
市
の
１
等
米
の
仮
渡
金

は
、２
万
２
，５
０
０
円
と
報
告
を
受
け
た
。

②

　地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

問

　農
地
の
集
約
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

集
落
で
し
て
い
た
江
ざ
ら
い
、水
の
管
理
、

草
刈
り
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

今
回
の
計
画
の
中
で
、
担
い
手
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
主
や
地
域
の
方
へ
の
支
援
が

何
か
示
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　今
考
え
て
い
る
支
援
は
、
担
い
手
の

立
場
に
立
っ
た
支
援
が
多
い
の
で
、
地
域

の
農
地
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
地
主
や
地

主
以
外
の
地
域
の
方
々
の
協
力
も
含
め
農

地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
て

い
る
。
今
後
地
元
の
意
見
等
を
含
め
検
討

課
題
と
考
え
て
い
る
。

③

　賃
料
等
請
求
調
停
事
件
︵
須
原
ス

キ
ー
場
駐
車
場
賃
貸
借
契
約
︶
に
つ
い
て

問

　相
手
方
か
ら
昭
和
53
年
に
遡
っ
て
の

資
料
請
求
や
、
昭
和
58
年
の
と
き
の
資
料

請
求
を
さ
れ
て
も
、
国
土
調
査
の
筆
界
を

も
っ
て
資
料
だ
と
解
釈
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ち
ら
か
ら
、
そ
れ
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
え
な
か
っ
た

の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答

　も
う
少
し
強
く
出
る
べ
き
だ
っ
た
と

反
省
を
し
て
い
る
。
当
時
は
、
何
と
か
解

決
に
向
け
て
当
時
の
資
料
を
探
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問

　市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答

　今
後
は
、
弁
護
士
や
内
部
で
相
談
し

対
応
し
た
い
。

④

　に
ぎ
わ
い
館
︵
仮
称
︶
整
備
計
画
︵
案
︶

に
つ
い
て

問

　こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
最
終
決
定
で
は

な
く
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う

こ
と
か
。

答

　現
在
、
１
F
中
央
部
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
あ
り
、
全
体
を
見
渡
し
た
想
定
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
回
の
レ
イ

ア
ウ
ト
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
除
い
て

か
ら
の
不
具
合
や
、
再
度
見
直
し
が
必
要

な
部
分
は
、
検
討
し
た
い
。

３

　そ
の
他

①

　第
６
期
︵
後
期
︶
産
業
建
設
委
員
会

の
課
題
に
つ
い
て

②

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、協
議
し
た
。

４

　行
政
視
察

11
月
26
日

　見
附
市

●
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て

●
刈
谷
田
川
遊
水
池
に
つ
い
て

　11
月
11
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
た
。
提
言
書(

案)

に

つ
い
て
協
議
し
、
11
月
21
日
に
議
長
か
ら

市
長
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
た
。︵
提
言

書
の
内
容
は
、
魚
沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
可
能
︶

　ま
た
、
12
月
18
日
に
市
長
か
ら
議
長
へ
、

各
提
言
事
項
に
つ
い
て
は
貴
重
な
意
見
と

し
て
参
考
に
し
、
第
三
次
魚
沼
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
を
策

定
し
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

令和６年度 第２回 市民の声を聞く会令和６年度 第２回 市民の声を聞く会
〜 議 会 報 告 会 〜〜 議 会 報 告 会 〜

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

皆さんからの皆さんからの皆さんからの声声声ををを大切大切大切ににに

9,000人以上の署名が

出ている。もっとプー

ルのことを真剣に考え

て欲しい。

集落内の空き家が増えて

いる状況で、空き家バン

クに登録しても買い手が

つかない。

只見線でも使えるように

ならないか。

福祉タクシー券もタク

シーに限定せずに使える

ようにならないか。

守門温泉白石荘と同額に

できないか。

市内・市外で区分してほ

しい。

議員発議はできないのか。

今後に向けて、コシヒ

カリ以外に柱となるも

のを育てる動きはない

のか。

地元の産業を立ち上げ

るような形で皆が一体

で取り組み、市がサポー

トする仕組みができな

いか。

いただいたご意見の
　　　　一部を紹介します
いただいたご意見の
　　　　一部を紹介します

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民の

声を聞く会（議会報告会）を10月31日に「宇津野

集落センター」と「穴沢ふれあい会館」の２会場

で開催しました。今回の報告会では、９月定例会

と令和５年度決算審査について報告をした後、参

加者の皆さまと意見交換会を行いました。

　いただいた貴重なご意見は、各担当委員会で協

議し、今後の市政運営に反映していくよう取り組

んでまいります。

タクシー券について

空き家対策について

寿和温泉の利用料について

温水プールについて

農業の柱を育てる動きについて

議長から市長へ提言書の提出

田んぼダム行政視察

産
業
建
設
委
員
会
報
告



1819 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

11
月
26
日
・
11
月
28
日
・
12
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１

　審
査
事
件

議
案
第
１
４
９
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
福
山
峠

緑
の
ふ
る
さ
と
広
場
︶

議
案
第
１
５
０
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
︵
寿
和
温
泉
︶

問

　委
託
契
約
か
ら
指
定
管
理
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
か
。

答

　今
後
は
施
設
の
使
用
料
は
指
定
管
理

者
の
歳
入
と
な
る
。
そ
れ
を
原
資
と
し
て

事
業
展
開
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異

な
る
の
で
、そ
の
部
分
（
サ
ー
ビ
ス
向
上
）

を
指
定
管
理
者
に
期
待
し
て
い
る
。

議
案
第
１
５
２
号

字
の
変
更
に
つ
い
て
︵
大
和
沢
地
区
︶

議
案
第
１
５
３
号

字
の
変
更
に
つ
い
て
︵
和
田
・
横
瀬
地
区
︶

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

２

　調
査
事
件

①

　令
和
６
年
産
米
の
状
況
に
つ
い
て

　Ｊ
Ａ
魚
沼
が
検
査
し
た
魚
沼
市
の
生
産

者
分
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
比
率
は
、

81
・
５
％
、
２
等
が
16
・
６
％
、
３
等
が
１
・

２
％
、
規
格
外
が
０
・
７
％
で
あ
る
。Ｊ

Ａ
魚
沼
の
魚
沼
市
の
１
等
米
の
仮
渡
金

は
、２
万
２
，５
０
０
円
と
報
告
を
受
け
た
。

②

　地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

問

　農
地
の
集
約
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

集
落
で
し
て
い
た
江
ざ
ら
い
、水
の
管
理
、

草
刈
り
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

今
回
の
計
画
の
中
で
、
担
い
手
支
援
だ
け

で
な
く
、
地
主
や
地
域
の
方
へ
の
支
援
が

何
か
示
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　今
考
え
て
い
る
支
援
は
、
担
い
手
の

立
場
に
立
っ
た
支
援
が
多
い
の
で
、
地
域

の
農
地
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
地
主
や
地

主
以
外
の
地
域
の
方
々
の
協
力
も
含
め
農

地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
て

い
る
。
今
後
地
元
の
意
見
等
を
含
め
検
討

課
題
と
考
え
て
い
る
。

③

　賃
料
等
請
求
調
停
事
件
︵
須
原
ス

キ
ー
場
駐
車
場
賃
貸
借
契
約
︶
に
つ
い
て

問

　相
手
方
か
ら
昭
和
53
年
に
遡
っ
て
の

資
料
請
求
や
、
昭
和
58
年
の
と
き
の
資
料

請
求
を
さ
れ
て
も
、
国
土
調
査
の
筆
界
を

も
っ
て
資
料
だ
と
解
釈
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ち
ら
か
ら
、
そ
れ
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
え
な
か
っ
た

の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答

　も
う
少
し
強
く
出
る
べ
き
だ
っ
た
と

反
省
を
し
て
い
る
。
当
時
は
、
何
と
か
解

決
に
向
け
て
当
時
の
資
料
を
探
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問

　市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答

　今
後
は
、
弁
護
士
や
内
部
で
相
談
し

対
応
し
た
い
。

④

　に
ぎ
わ
い
館
︵
仮
称
︶
整
備
計
画
︵
案
︶

に
つ
い
て

問

　こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
最
終
決
定
で
は

な
く
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う

こ
と
か
。

答

　現
在
、
１
F
中
央
部
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
あ
り
、
全
体
を
見
渡
し
た
想
定
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
回
の
レ
イ

ア
ウ
ト
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
除
い
て

か
ら
の
不
具
合
や
、
再
度
見
直
し
が
必
要

な
部
分
は
、
検
討
し
た
い
。

３

　そ
の
他

①

　第
６
期
︵
後
期
︶
産
業
建
設
委
員
会

の
課
題
に
つ
い
て

②

　市
民
の
声
を
聞
く
会
で
の
意
見
・
要

望
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、協
議
し
た
。

４

　行
政
視
察

11
月
26
日

　見
附
市

●
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て

●
刈
谷
田
川
遊
水
池
に
つ
い
て

　11
月
11
日
に
総
合
計
画
策
定
調
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
た
。
提
言
書(

案)

に

つ
い
て
協
議
し
、
11
月
21
日
に
議
長
か
ら

市
長
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
た
。︵
提
言

書
の
内
容
は
、
魚
沼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
可
能
︶

　ま
た
、
12
月
18
日
に
市
長
か
ら
議
長
へ
、

各
提
言
事
項
に
つ
い
て
は
貴
重
な
意
見
と

し
て
参
考
に
し
、
第
三
次
魚
沼
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
を
策

定
し
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

令和６年度 第２回 市民の声を聞く会令和６年度 第２回 市民の声を聞く会
〜 議 会 報 告 会 〜〜 議 会 報 告 会 〜

総
合
計
画
策
定
調
査

特
別
委
員
会
報
告

皆さんからの皆さんからの皆さんからの声声声ををを大切大切大切ににに

9,000人以上の署名が

出ている。もっとプー

ルのことを真剣に考え

て欲しい。

集落内の空き家が増えて

いる状況で、空き家バン

クに登録しても買い手が

つかない。

只見線でも使えるように

ならないか。

福祉タクシー券もタク

シーに限定せずに使える

ようにならないか。

守門温泉白石荘と同額に

できないか。

市内・市外で区分してほ

しい。

議員発議はできないのか。

今後に向けて、コシヒ

カリ以外に柱となるも

のを育てる動きはない

のか。

地元の産業を立ち上げ

るような形で皆が一体

で取り組み、市がサポー

トする仕組みができな

いか。

いただいたご意見の
　　　　一部を紹介します
いただいたご意見の
　　　　一部を紹介します

　魚沼市議会では、開かれた議会を目指し市民の

声を聞く会（議会報告会）を10月31日に「宇津野

集落センター」と「穴沢ふれあい会館」の２会場

で開催しました。今回の報告会では、９月定例会

と令和５年度決算審査について報告をした後、参

加者の皆さまと意見交換会を行いました。

　いただいた貴重なご意見は、各担当委員会で協

議し、今後の市政運営に反映していくよう取り組

んでまいります。

タクシー券について

空き家対策について

寿和温泉の利用料について

温水プールについて

農業の柱を育てる動きについて

議長から市長へ提言書の提出

田んぼダム行政視察

産
業
建
設
委
員
会
報
告
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　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
さ
ま
が
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
能
登
半
島
地
震
の

災
害
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地

球
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
や
土

砂
災
害
、
猛
暑
が
日
本
列
島

の
み
な
ら
ず
世
界
中
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進

む
と
、
近
い
内
に
人
類
・
食

料
・
生
態
系
へ
の
影
響
度
は

最
悪
な
状
況
を
迎
え
て
し
ま

う
と
、
国
連
気
候
変
動
条
約

C
O
P
29
で
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
の
対
策
強
化

を
世
界
に
向
け
訴
え
ま
し

た
。
私
た
ち
も
生
活
の
中
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま

す
。
未
来
の
地
球
と
人
類
の

た
め
に
！

　
　
　
　
　
　（大
桃
俊
彦
）

あ
と
が
き

市
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匿
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せ
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原
稿
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募
集
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大
沢

　星

　
　義
廣
さ
ん

下
新
田

尾
山

　寿
一
さ
ん

　魚
沼
市
に
移
り
住
ん
で
21
年
で
す
。
走

る
競
技
で
膝
を
壊
し
た
経
緯
が
あ
り
、
膝

に
負
担
を
掛
け
な
い
健
康
作
り
を
意
識
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
、
日
中
に
自

分
の
時
間
が
取
れ
る
環
境
に
な
っ
た
事
か

ら
、
四
季
や
天
候
に
影
響
し
な
い
近
隣
の

プ
ー
ル
に
思
い
切
っ
て
通
い
始
め
ま
し

た
。
プ
ー
ル
の
会
員
に
な
り
年
間
１
２
０

日
程
度
、
利
用
し
て
い
ま
す
。
以
降
、
健

康
診
断
の
数
値
デ
ー
タ
が
良
く
な
り
、
頭

も
体
も
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　魚
沼
市
に
プ
ー
ル
施
設
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
諸
事
情
か
ら
、
市
内
プ
ー
ル
設
置

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
外
の
近
隣
プ
ー
ル
と
提
携

を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「近
隣
プ
ー
ル
利
用
料
の
一
部
を
補
助

す
る
」、「
う
お
ぬ
ま
元
気
ポ
イ
ン
ト
に
、

必
須
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
に
す
る
」
等
、
ま

ず
は「
市
民
が
健
康
で
過
ご
せ
る
仕
組
み
」

を
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　昨
年
、
能
登
半
島
で
は
地
震
や
豪
雨
で

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
社
会
的
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
は
防
げ
な
い
と
し
て

も
、
そ
れ
を
迅
速
に
対
処
で
き
る
施
策
の

重
要
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　住
民
が
生
活
す
る
う
え
で
の
利
便
性
や

快
適
性
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
将
来
に

わ
た
り
安
全
・
安
心
を
担
保
す
る
こ
と
も

行
政
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
と
思
っ

て
い
ま
す
。
山
間
部
が
多
い
当
市
に
あ
っ

て
は
災
害
そ
の
も
の
を
防
ぐ
対
策
に
と
ど

ま
ら
ず
、
主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合

の
迂
回
路
対
策
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
も
鋭
意
取
り
組
み
を
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
湯
之
谷
東
部
の
６
集

落
と
主
要
な
観
光
地
に
通
じ
る
岩
鼻
地
区

周
辺
で
道
路
の
複
線
化
が
中
断
し
て
い
て

全
く
迂
回
路
の
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
住
み
や
す
い

魚
沼
市
を
目
指
し
着
実
な
基
盤
整
備
を
切

に
望
ん
で
い
ま
す
。

議会広報に関する議会広報に関する

アンケートアンケート
アンケート

ご協力
お願いします

　市議会では市民の声を反映

した議会を目指し、今後の検

討に向けて参考にするためア

ンケートを実施します。Webでの簡単なアン

ケートです。下記の二次元バーコードを読み

取っていただき、アンケート

にご協力をお願いいたします。

２月28日㈮まで令和７年

議会アンケート実施期間

・ 市議会だよりを読む頻度について
・ タイトル・表紙について
・ 掲載内容（文字、表現、記事）について
・ 市内団体を紹介する
　　　　　　 「Voice」について など

主なアンケート内容

・定例会・補正予算・議案賛否の状況

・一般質問

・聞かせて！ あなたの声「Vo i ce」

・中学生議会を開催しました

・常任・特別委員会報告

・議会報告会結果報告

・市民の声・議会広報に関するアンケート・あとがき
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【委　　　員】　桑原 郁夫・横山 正樹

　　　　　　　星 直樹・富永 三千敏

C o n t e n t s

小出スキー場

薬師スキー場

魚沼須原スキー場

謹賀新年

　アンケート内容の詳細は二次元バーコー

ドを読むか、市ホームページの市議会の

ページをご覧ください。

　アンケート用紙をご希望される場合は、

議会事務局までご連絡ください。

電話 025−793−7444　FAX025−792−1260
電子メール gikaiz imu@city.uonuma. lg . jp


